
町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

緑  　

丸

平成26年3月末現在の
人口の動き

●人口　 14,149人（前月比－75人） 男 7,024人（－40人） ●外国人人口 80人（前月比＋4人）男 35人（＋4人）女 45人（±0人）
　（外国籍除く） 　（前年比±0人） 女 7,125人（－35人） ●世帯数 4,340世帯（外国人のみの世帯含む）

May  No.4545広報せいろう
2014
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国庫支出金
5億1,151万円
（7.5％）

使い道を特定して国が
支出する補助金など

県支出金
4億1,371万円
（6.0％）

使い道を特定して県が
支出する補助金など

諸収入
3億4,217万円
（5.0％）

預金利子や税の延滞金、
貸付金の回収金など

繰越金
2億円
（2.9％）

前年度から繰り越した
お金

地方譲与税
1億2,500万円
（1.8％）

国税として徴収し一定基準
により町に譲与されるお金

その他
3億5,957万円
（5.2％）

その他交付金、分担金および
負担金、使用料及び手数料など

地方消費税交付金
2億4,000万円
（3.5％）

地方消費税の清算後一定基
準により町に交付されるお金

円グラフ
92 x 92 mm

歳 入
68億
5,800万円

町　税
45億464万円
（65.7％）

内訳
・固定資産税
　35億6,457万円（79.1％）
・町民税（個人）
　4億5,975万円（10.2％）
・町民税（法人）
　2億6,530万円（5.9％）
・軽自動車税、たばこ税、入湯税等
　2億1,502万円（4.8％）

内訳
・固定資産税
　35億6,457万円（79.1％）
・町民税（個人）
　4億5,975万円（10.2％）
・町民税（法人）
　2億6,530万円（5.9％）
・軽自動車税、たばこ税、入湯税など
　2億1,502万円（4.8％）

町　債
1億6,140万円
（2.4％）
借り入れするお金

平成26年度

一般会計
平成26年度
一般会計予算は68億

平成26年度  特別会計予算は計43億9,315万円

住みよいまちづくりに
向けスタートします

　

平
成
26
年
度
の
予
算
が
３
月
定
例
議
会
で
審
議
さ
れ
、
一
般
会
計
予
算
は
68
億

５
８
０
０
万
円
、
ま
た
特
別
会
計
予
算
は
６
会
計
合
計
43
億
９
３
１
５
万
円
が
議
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
皆
さ
ま
の
税
金
が
ど
の
よ
う
に
し
て
使
わ
れ

る
の
か
そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
お
気
づ
き
の
点
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場

税
務
財
政
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

☎
２
７

－

１
９
５
６
（
直
通
）

一
般
会
計
予
算

　

厳
し
い
財
政
状
況
下
で
あ
り
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
財
源
の

重
点
的
・
効
率
的
な
配
分
に
よ
り
、
少
子
・
高
齢
化
対
策
や

防
災
対
策
、
魅
力
あ
る
農
業
づ
く
り
、
経
済
対
策
、
教
育
の

充
実
な
ど
町
民
一
人
ひ
と
り
が
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
に
向
け
て
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。（
主

な
事
業
は
４
〜
５
ペ
ー
ジ
参
照
）
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町
税

45億
3,229
万円

45億
464
万円

77億
5,800万円

68億
5,800万円

74億
3,000万円

71億円

70億
8,000万円

72億
3,600万円

71億
500万円

70億
4,100万円

73億円

77億
590万円

73億
4,500万円

71億
5,200万円

68億
9,100万円

歳入

46億
2,080
万円

48億
2,239
万円

53億
6,451
万円

49億
8,445
万円

47億
6,950
万円

47億
2,324
万円

44億
3,970
万円

51億
4,187
万円

49億
8,637
万円

44億
6,012
万円

47億
3,684
万円

近年における歳入と
町税の予算額の推移

会　計　名 予　算　額

国民健康保険
事業勘定 14億851万円

施設勘定 1億4,526万円

介護保険 11億758万円

後期高齢者医療 7,707万円

県営開拓パイロット事業 995万円

下水道事業
収益的支出 7億5,198万円

資本的支出 4億1,108万円

水道事業
収益的支出 2億6,758万円

資本的支出 2億1,415万円

※合計が合わない理由は端数処理（四捨五入）
　によるもの。

5,800万円

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

町
民
が
望
む
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
一
体
化
し
た
サ
ー
ビ
ス

を
行
い
、「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
」
を
目
指
し
ま
す
。

●
介
護
保
険
特
別
会
計

　

老
後
の
自
立
支
援
を
基
本
と
し
、
共
同
連
体
の
考
え
を
軸
に

居
宅
や
地
域
中
心
に
社
会
的
介
護
を
保
障
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

75
歳
以
上
（
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
人
は
65
歳
以
上
）
の
高

齢
者
を
対
象
と
し
た
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
に
基
づ
き
、

新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
連
携
し
、
高
齢
者
福
祉

の
増
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
県
営
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
聖
籠
町
特
別
会
計

　

開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
維
持
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
下
水
道
事
業
会
計

　

下
水
道
の
維
持
管
理
と
接
続
率
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

●
水
道
事
業
会
計

　

上
水
道
へ
の
切
り
替
え
の
啓
発
活
動
を
進
め
、「
安
全
で
良
質

で
、
お
い
し
い
水
」
の
供
給
に
努
め
ま
す
。

歳 出
68億
5,800万円

消防費
3億614万円
（4.5％）

消防団活動、消防施設
整備など

衛生費
6億895万円
（8.9％）

予防検診・保健事業、ご
み処理事業など

公債費
2億6,606万円
（3.9％）

町が借り入れたお金の
返済

農林水産業費
2億4,101万円
（3.5％）

農業・漁業振興、土地改
良事業など

総務費
7億3,448万円
（10.7％）

公害・交通安全対策、選
挙、広域関連事業など

土木費
10億3,772万円
（15.1％）
道路・公園・港湾整備
など

教育費
13億3,699万円
（19.5％）

学校・公民館・図書館事
業など

民生費
19億1,749万円
（27.9％）

高齢者・児童・障がい福祉
事業など

議会費
1億960万円
（1.6％）
議会活動

その他
6,443万円
（1.0％）

基金積立（町の預金）、
雇用対策など

商工費
2億3,513万円
（3.4％）

商工業の振興、観光事
業など

円グラフ
92 x 92 mm
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【第４次総合計画の基本理念】

緑・ふれあい・夢づくり
～協働による町民自治の実現～

◆
地
域
特
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り

公
園
維
持
管
理
事
業

３
０
３
８
万
円

都
市
公
園
な
ど
の
維
持
管
理

業
務
委
託

町
営
住
宅
運
営
事
業

１
８
２
７
万
円

町
営
住
宅
東
山
団
地
の
管
理

運
営

宅
地
造
成
事
業

     
４
０
２
０
万
円

山
大
夫
地
内
宅
地
造
成

◆
自
然
環
境
と
の
共
生

河
川
維
持
管
理
事
業 

１
９
１
１
万
円

河
川
の
維
持
管
理
業
務
委
託

保
安
林
等
育
成
保
全
事
業   

４
５
５
１
万
円

森
林
の
管
理
等
業
務
委
託

◆
生
活
環
境
の
整
備

道
路
整
備
事
業  ２

億
６
６
０
万
円

道
路
を
整
備
す
る
た
め
の
調

査
・
測
量
・
設
計
委
託
、
用

地
購
入
、
物
件
補
償
、
道
路

改
良
舗
装
工
事
な
ど

道
路
維
持
管
理
事
業

６
５
０
３
万
円

道
路
の
清
掃
、
植
栽
管
理
、

修
繕
な
ど

除
雪
事
業 

５
１
９
８
万
円

除
雪
作
業
委
託
、
修
繕
料
な

ど
消
雪
パ
イ
プ
整
備
事
業

７
０
６
０
万
円

消
雪
パ
イ
プ
を
整
備
す
る
た

め
の
調
査
・
設
計
委
託
、
工

事
費
な
ど

町
循
環
バ
ス
適
正
運
行
事
業

４
６
９
６
万
円

町
循
環
バ
ス
の
運
行
事
業

ご
み
適
正
処
理
事
業  

１
億
２
５
８
３
万
円

豊
栄
郷
清
掃
施
設
処
理
組
合

へ
の
負
担
金

ご
み
減
量
化
・
資
源
化
推
進
事

業 
１
億
１
８
２
８
万
円

ご
み
収
集
運
搬
業
務
委
託
、

生
ご
み
堆
肥
化
事
業
な
ど

◆
安
全
に
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

消
防
力
の
整
備
・
充
実
事
業

２
億
１
４
５
１
万
円

新
発
田
地
域
広
域
事
務
組
合

（
消
防
）
へ
の
負
担
金
、
水

道
事
業
会
計
負
担
金
な
ど

防
災
対
策
施
設
整
備
事
業

４
３
２
１
万
円

中
央
防
災
倉
庫
建
設
工
事
、

消
火
栓
設
置
等
工
事
費
負
担

金
な
ど

◆
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
　

ま
ち
づ
く
り

子
育
て
支
援
事
業

２
億
８
０
３
６
万
円

児
童
手
当
扶
助
事
業
、
ひ
と

り
親
家
庭
等
医
療
費
扶
助
事

業
な
ど

放
課
後
対
策
充
実
事
業 

６
９
５
３
万
円

蓮
野
児
童
ク
ラ
ブ
建
設
工
事
、

児
童
ク
ラ
ブ
・
児
童
館
運
営

経
費

保
育
体
制
充
実
事
業

３
億
１
２
万
円

保
育
所
運
営
経
費
、
私
立
保

育
園
運
営
補
助

生
活
支
援
事
業

１
億
７
７
４
１
万
円

介
護
給
付
費
等
扶
助
、
障
が

い
者
の
地
域
生
活
支
援
事
業

へ
の
委
託
・
扶
助
な
ど

生
き
が
い
対
策
事
業

５
４
０
９
万
円

生
き
が
い
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
委
託
料
、高
齢
者
応
援
手

当
の
支
給
、敬
老
会
事
業
な
ど

在
宅
福
祉
対
策
支
援
事
業
（
介

護
） 

９
６
３
７
万
円

通
所
介
護
運
営
、
在
宅
介
護

支
援
、
介
護
者
手
当
な
ど

在
宅
福
祉
対
策
支
援
事
業
（
地

域
） 

２
４
９
７
万
円

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
助
成

◆
生
涯
健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り

予
防
接
種
事
業 

５
０
９
７
万
円

予
防
接
種
の
実
施
、
接
種
料

の
助
成
な
ど

母
子
保
健
事
業 

６
６
７
９
万
円

子
ど
も
・
妊
産
婦
医
療
費
助
成
、

妊
婦
・
乳
幼
児
健
診
事
業
、

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
な
ど

健
診
対
策
強
化
事
業

３
１
０
３
万
円

各
種
健
診
事
業
の
実
施

平
成
26
年
度
一
般
会
計
第
４
次
総
合
計
画
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る
事
業
の
概
要

【 

町
の
将
来
像 

】

●
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
の

創
造

…
13
億
５
０
５
１
万
円

●
安
心
で
き
る
暮
ら
し
の
実
現

…
19
億
2
８
８
５
万
円

●
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携

に
よ
る
教
育
力
の
向
上

…
５
億
４
６
２
３
万
円

●
地
域
資
源
を
活
か
し
た
魅
力

あ
る
産
業
の
形
成

…
３
億
３
１
５
２
万
円

●
開
か
れ
た
行
財
政
の
推
進

…
１
億
５
５
７
７
万
円

安
心
で
き
る
暮
ら
し
の
実
現

安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
の
創
造
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◆
い
き
い
き
と
学
ぶ
子
ど
も
た
ち

の
教
育

人
的
支
援
事
業

３
２
１
８
万
円

非
常
勤
講
師
雇
用
（
生
徒
指

導
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

学
校
給
食
業
務
委
託
事
業

７
６
８
０
万
円

給
食
調
理
、
配
送
業
務
の
委

託
情
報
機
器
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理

事
業 

５
０
１
７
万
円

情
報
機
器
借
上
な
ど

介
助
員
配
置
事
業４

１
３
５
万
円

幼
・
小
・
中
へ
の
介
助
員
の

雇
用

就
学
支
援
事
業 

７
４
３
万
円

就
学
援
助
な
ど

学
校
施
設
維
持
管
理
事
業

１
７
７
３
万
円

施
設
改
修
（
こ
ど
も
園
・
小

学
校
・
中
学
校
）
な
ど

育
英
事
業 

７
４
３
０
万
円

育
英
生
貸
付
金

学
校
図
書
館
支
援
事
業

８
１
２
万
円

小
・
中
学
校
へ
の
図
書
館
司

書
の
配
置

海
外
研
修
事
業 

３
３
４
万
円

中
学
生
の
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
研
修
補
助
金
な
ど

◆
豊
か
な
感
性
の
醸
成

社
会
教
育
施
設
維
持
管
理
事
業

３
４
６
５
万
円

各
施
設
管
理
業
務
委
託
な
ど

公
民
館
事
業 

５
５
５
万
円

各
種
教
室
等
講
師
謝
礼
な
ど

芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
支
援
事

業 

２
６
９
１
万
円

ス
ポ
ネ
ッ
ト
せ
い
ろ
う
補
助

金
な
ど

図
書
館
運
営
事
業４

６
３
５
万
円

臨
時
職
員
雇
用
、
図
書
館
業

務
処
理
専
用
機
借
上
な
ど

文
化
会
館
事
業 
２
９
６
４
万
円

文
化
会
館
自
主
事
業
、
設
備

操
作
委
託
な
ど

生
涯
学
習
活
動
推
進
事
業

３
３
０
万
円

施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
借
上
、

文
化
団
体
連
絡
協
議
会
へ
の

補
助
金

文
化
財
保
護
事
業１

０
３
１
万
円

指
定
文
化
財
の
修
復
、
無
形

文
化
財
へ
の
補
助
金
、
文
化

財
調
査
な
ど

◆
豊
か
な
国
際
感
覚
の
醸
成

国
際
交
流
事
業 

５
９
５
万
円

中
国
ハ
ル
ビ
ン
市
と
の
交
流

事
業
な
ど

◆
町
の
資
源
を
フ
ル
活
用
し
た

　
い
き
い
き
農
業

生
産
者
育
成
事
業２

１
２
１
万
円

農
業
機
械
・
設
備
整
備
に
係

る
助
成
な
ど

生
産
環
境
整
備
事
業

２
０
７
２
万
円

基
盤
整
備
事
業
、
農
道
整
備

事
業
な
ど

農
業
施
設
維
持
管
理
事
業

１
１
４
４
万
円

立
地
条
件
整
備
補
助
金
、
排

水
路
維
持
管
理
業
務
委
託
な

ど
水
田
農
業
確
立
対
策
事
業

４
１
０
０
万
円

水
田
農
業
再
生
協
議
会
へ
の

補
助
金
な
ど

地
産
・
地
消
促
進
事
業

５
５
０
万
円

農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
運
営

経
費

田
園
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業

３
１
３
万
円

農
地
水
環
境
保
全
向
上
対
策

事
業

◆
活
力
と
魅
力
あ
る
漁
業

稚
魚
放
流
事
業 

９
５
万
円

ヒ
ラ
メ
稚
魚
の
購
入

漁
業
施
設
周
辺
整
備
事
業

９
２
万
円

加
治
川
河
口
、
次
第
浜
船
だ

ま
り
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫

事
業

◆
自
然
環
境
を
活
か
し
た
観
光

観
光
施
設
運
営
事
業

２
３
２
０
万
円

海
の
に
ぎ
わ
い
館
、
海
水
浴

場
の
運
営

に
ぎ
わ
い
創
出
・
交
流
拡
大
事

業 

５
０
０
万
円

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
・
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
・
振
興
、
観
光
振

興
の
た
め
「
海
に
親
し
む
」

イ
ベ
ン
ト
を
開
催

観
光
開
発
支
援
事
業

２
７
４
１
万
円

観
光
協
会
運
営
支
援
な
ど

◆
未
来
を
支
え
る
商
工
業

中
小
企
業
活
性
化
支
援
事
業

１
億
４
２
３
７
万
円

地
域
活
性
化
対
策
券
、
住
ま

い
る
券
の
発
行
、
商
工
会
運

営
補
助
、
各
種
預
託
金
お
よ

び
利
子
補
給
な
ど

東
港
エ
リ
ア
振
興
事
業

２
２
５
万
円

企
業
立
地
支
援
施
策
の
検
討
、

新
潟
港
振
興
協
会
負
担
金
な

ど

◆
と
も
に
考
え
責
任
を
分
か
ち
合

う
意
識
づ
く
り

行
政
区
長
業
務
委
託
事
業

１
６
６
３
万
円

行
政
区
長
へ
の
業
務
委
託
費

広
報
広
聴
活
動
の
充
実
事
業

６
６
７
万
円

広
報
せ
い
ろ
う
、
議
会
広
報

の
発
行
、議
会
ラ
ジ
オ
の
放
送

◆
地
域
主
権
型
社
会
に
対
応
し
た

体
制
づ
く
り

広
域
行
政
の
推
進
事
業

１
０
３
２
万
円

新
発
田
地
域
広
域
事
務
組
合

へ
の
負
担
金

Ｎ
Ｐ
Ｏ・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等

育
成
支
援
事
業 

１
３
０
６
万
円

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
育
成
、

町
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る

環
境
美
化
の
推
進

◆
将
来
展
望
に
立
っ
た
健
全
な

　
行
財
政
の
運
営

職
員
資
質
向
上
事
業

１
１
７
４
万
円

職
員
派
遣
研
修
な
ど

人
事
評
価
制
度
推
進
事
業

１
５
２
万
円

職
員
人
事
評
価
制
度
の
推
進

行
政
事
務
効
率
化
推
進
事
業

８
５
９
４
万
円

行
政
事
務
の
電
算
化
推
進
な
ど

地
域
資
源
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
産
業
の
形
成

開
か
れ
た
行
財
政
の
推
進

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
に
よ
る
教
育
力
の
向
上
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役場 機構図・職員配置図

聖籠町の
新体制
聖籠町の職員 179名179名

町長　渡邊　廣吉

副町長　西脇　道夫

聖籠町教育委員会 

教育長　伊藤　順治

聖
籠
町
議
会

　

議
長  

須
貝　

龍
夫

聖
籠
町
農
業
委
員
会

　

会
長  

吉
田　

春
雄

稲
作
、
畑
作
、
園
芸
お
よ
び

果
樹
振
興
・
農
業
生
産
団
体
・

農
業
後
継
者
対
策
・
水
稲
の

需
給
調
整
・
畜
産
振
興
・
制

度
融
資
・
商
工
業
団
体
・
住

宅
建
設
資
金
・
観
光
・
労
働

対
策
・
漁
業
振
興
・
土
地
改

良
事
業
・
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト

長
谷
川
一
也

大
矢　

宏
二

渡
辺
こ
ま
き

高
橋　

一
裕

飯
沼　

正
志

勝
見　

英
徳

水
戸
部
吉
成

産
業
観
光
課

　

課
長　

堀　
　

市
郎

　

補
佐　

萩
原　

波
春

都
市
計
画
・
開
発
行
為
・

建
築
確
認
・
町
営
住
宅
・

都
市
公
園
・
国
土
調
査
・

道
路
、橋
梁
、河
川
等
整
備
・

道
路
用
地
の
取
得
・
道
路

認
定
、
廃
止
・
道
路
の
除
雪
・

法
定
外
公
共
物
の
管
理
・

海
岸
（
港
湾
区
域
を
除
く
）・

環
境
美
化
推
進

平
野　

敬
子

鈴
木　
　

誠

渡
辺　

大
樹

海
津　

良
輔

小
池　

音
也

佐
藤　

彰
徳

ふ
る
さ
と
整
備
課

　

課
長　

高
橋
美
紀
夫

　

参
事　

田
中　

雅
義

　

補
佐　

飯
田　

一
雄

東
港
振
興
室

　

室
長　

阿
部　
　

武

　
副
参
事　

宮
下　

勝
敏

港
湾
振
興
・
企
業

立
地
促
進

渡
邉　

新
吾

水
道
管
理
棟
、
配
水
場
等
の

施
設
管
理
・
水
道
料
金
・
配

水
管
施
設
の
保
全
・
水
質
検

査
・
薬
品
管
理
・
受
配
水
・

配
水
管
施
設
等
の
占
用
許
可
・

配
水
管
工
事
・
水
道
管
路
図

等
の
保
守
、
下
水
道
管
渠
、

ポ
ン
プ
な
ど
の
施
設
管
理
・

下
水
道
使
用
料
・
排
水
設
備
・

事
業
所
排
水
の
指
導
お
よ
び

監
視
・
排
水
施
設
な
ど
の
占

用
許
可
・
公
共
下
水
道
工
事
・

下
水
道
管
路
図
な
ど
の
保
守

高
橋　

正
尚

田
村　
　

治

齋
藤　

直
子

水
戸
部　

徹

上
下
水
道
課

　

課
長　

中
村　

忠
彦

　

参
事　

斎
藤　
　

豊

会
計
管
理
者

 

会
計
室 

室
長 

堀　

富
雄

税
金
等
収
入
・
収

入
支
払
業
務

大
沼　

理
一

本
保
由
里
恵

主
な
業
務

係
長
・
主
幹

主　

任

主　

事

用
務
・
運
転
員

議
会
運
営
事
務
及
び

調
査
事
務
・
常
任
委

員
会
及
び
議
会
運
営

委
員
会
等
の
運
営
と

研
修
に
関
す
る
事

務
・
請
願
陳
情
の
受

付
・
会
議
録
の
調
整
・

議
会
広
報
の
発
行

宮
川　

　

顕

渡
辺　

栄
子

議
会
事
務
局

　

局
長　

神
田  

礼
輔

農
業
委
員
会
の
運

営
・
農
地
法
の
規
定

に
よ
る
届
出
の
受

理
・
農
地
な
ど
の
調

査
報
告
・
農
地
基
本

台
帳
管
理
・
農
地
転

用
・
農
業
者
年
金

肥
田
野
勝
弘

勝
見　

英
徳

（
併
任
）

農
業
委
員
会
事
務
局

　

局
長　

堀 

市
郎（
併
任
）

　

次
長　

志
賀　

俊
明

主
な
業
務

係
長
・
主
幹

主　

任

主　

事

用
務
・
運
転
員

教
育
機
関
の
設
置
・
教
育
財
産

の
管
理
・
教
育
部
局
の
人
事
・

就
園
、
就
学
事
務
・
学
校
の
組

織
編
成
、
教
育
課
程
、
学
習
指

導
、生
徒
指
導
及
び
職
業
指
導
・

学
校
運
営
協
議
会
・
外
国
語
指

導
助
手
・
学
校
保
健
事
務
・
就

学
援
助
・
育
英
資
金
・
学
校
施

設
管
理
・
通
学
バ
ス
事
務
・
学

校
給
食
事
務
・
児
童
福
祉
・
保

育
所
・
児
童
館
・
児
童
ク
ラ
ブ
・

児
童
広
場
・
児
童
遊
園

渡
辺　

広
彰

神
田　

和
典

小
林　

幸
宏

川
崎　

慶
典

阿
部　

辰
哉

髙
橋　

　

愛

小
林　

義
彦

（
聖
籠
中
学
校
勤
務
）

子
ど
も
教
育
課

　

課
長　

瀬
高　

英
輔

　

参
事　

五
十
嵐
喜
代
春

　

補
佐　

藤
田　

正
之 

蓮
野
こ
ど
も
園

　

園
長　

齋
藤
由
紀
子

　
副
園
長　

高
橋
ル
リ
子

幼
児
教
育

渡
辺　

恵
子

進
藤　

綾
子

谷
澤　

真
理

伊
藤　

由
美

青
田
み
な
み

齋
藤　

美
奈

美
本　

雄
太

原　
　

千
尋

杉
沢　

憲
雄

幼
児
教
育

地
主　

浩
美

泉　

美
和
子

髙
橋　

美
穂

獅
子
山
美
奈
子

奥
田　

　

碧

渡
邉
あ
や
め

長
谷
川
愛
子

相
馬　

　

郁

藤
原　

夏
生

長
嶋　

義
則

蓮
潟
こ
ど
も
園

　

園
長　

蟹
井　

明
子

　
副
園
長　

神
田　

幸
子

亀
代
こ
ど
も
園

　

園
長　

中
村　

一
見

　
副
園
長　

加
藤　

悦
子

幼
児
教
育

村
田
い
ず
み

渡
辺
真
由
美

齋
藤　

和
美

阿
部　

成
美

櫻
井　

敦
史

篠
川　

　

彩

頭
川　

遼
子

本
間　

る
い

二
宮　

昌
平

聖
籠
こ
ど
も
園

　

園
長　

小
島　

睦
子

　
副
園
長　

石
崎
あ
さ
い

保
育

髙
橋
た
か
子

（
看
護
師
）

遠
藤　

洋
子

山
下　

聡
子

若
月　

美
保

高
橋
知
香
子

（
栄
養
士
）

宮
澤
あ
か
ね

松
本　

　

望

（
調
理
員
）

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
・
青
少

年
育
成
・
文
化
財
・
芸
術
文
化

振
興
・
社
会
体
育
・
団
体
の
指

導
、
育
成
・
民
俗
資
料
館
・
社

会
教
育
施
設
・
結
い
ハ
ー
ト
聖

籠
・
文
化
会
館
・
蓮
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
・
社
会
体
育
施
設
の
管
理

高
橋　

直
樹

松
井　

智
子

石
田　

守
之

吉
田　

晃
一

足
立　

亮
士

高
橋　

隼
人

社
会
教
育
課

　

課
長　

渡
辺
佳
津
志

　

補
佐　

高
橋　

誠
司

　
副
参
事　

小
見　

和
男

図
書
館

　

館
長　

鈴
木　

康
子

　
副
参
事　

佐
藤　

伸
一

図
書
館
業
務

田
村　

五
月

渡
邉　

陽
子

佐
藤　

彩
子

小
林　

恵
美

主
な
業
務

係
長
・
主
幹

主　

任

主　

事

臨
時
的
任
用
職
員

子
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン

タ
ー（
子
ど
も
家
庭
相
談
）　

西
村　

美
紀

　

真
島　

典
子

（
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）

主
な
業
務

係
長
・
主
幹

主　

任

主　

事

用
務
・
運
転
員

条
例
・
法
務
・
情

報
公
開
・
財
産
管

理
・
人
事
・
給
与
・

秘
書
・
総
合
計
画
・

土
地
利
用
・
地
域

振
興
・
地
方
分
権
・

行
政
改
革
・
男
女

共
同
参
画
・
情
報

政
策
・
行
政
評
価
・

広
報
広
聴
・
国
際

交
流
・
各
種
統
計
・

区
長
会

髙
松　

光
志

佐
藤　
　

寿

大
沼
け
い
子

佐
藤　

寧
久

伊
藤　

敏
幸

佐
藤　

和
美

昆　
　

幸
恵

（
新
発
田
広
域
事
務
組

合
へ
派
遣
）

稲
田　

　

覚

（
新
潟
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
へ
派
遣
）

齋
藤　

大
輔

小
林
め
ぐ
み

山
崎　

　

諭

池
田　

洋
介

（
新
潟
市
か
ら
派
遣
）

和
田　

文
夫

（
新
潟
県
へ
派
遣
）

牧
野　

　

恵

（
新
潟
県
へ
派
遣
）

齋
藤　

桂
介

小
宮
山
翔
太

（
新
潟
市
へ
派
遣
）

櫻
井　

和
史

（
新
潟
県
か
ら
派
遣
）

宮
下　

悦
志

総
務
課

　

課
長　

高
橋　

民
男

　

補
佐　

髙
橋　
　

淳

町
民
税
・
法
人
税
・
固
定

資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・

た
ば
こ
税
、
入
湯
税
・
譲

与
税
、
交
付
金
・
税
証
明
・

財
政
計
画
・
予
算
の
編
成
・

資
金
調
達
・
地
方
交
付
税
・

財
政
統
計
・
入
札
・
契
約
・

基
金

山
田　
　

孝

新
保
千
寿
子

齋
藤　

　

滋

天
野　

秀
一

石
田　

正
統

大
野　

義
史

島
田　

理
紗

小
林　

航
大

税
務
財
政
課

　

課
長　

近
藤　

隆
義

　

補
佐　

池
田　

弘
幸

納
税
対
策
室

　

室
長　

佐
藤　

順
治

町
税
そ
の
他
徴
収

金
の
徴
収
・
滞
納

整
理

高
橋
千
代
子

長
谷
川　

賢

（
新
潟
県
地
方
税
徴
収

機
構
へ
派
遣
）

小
林　

正
義

住
民
基
本
台
帳
・
戸
籍
・

印
鑑
登
録
・
埋
火
葬
許
可
・

人
権
擁
護
・
保
護
司
・
戦

没
者
遺
族
援
護
・
国
民
年

金
・
消
費
生
活
・
国
民
健

康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
・
介
護
保
険

宮
澤　

孝
也

小
野　

芳
昭

諏
江　

忠
憲

小
林　

和
浩

冨
樫　

　

正

折
居　

遼
太

阿
部
紗
也
佳

津
野
文
紗
綺

町
民
課

　

課
長　

佐
久
間
雅
之

　

補
佐　

松
井　
　

博

保
健
・
医
療
費
助
成
・
献

血
・
国
民
健
康
保
険
診
療

所
・
ざ
ぶ
〜
ん
・
高
齢
者

福
祉
・
介
護
認
定
・
介
護

予
防
事
業
・
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
・
聖
海
荘
・

な
ご
み
の
家
・
生
き
が
い

交
流
セ
ン
タ
ー
・
障
が
い

者
福
祉
・
民
生
委
員
・
生

活
保
護
・
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

宮
下　
　

毅

小
林　
　

稔

萩
原　

和
子
※

宮
澤　

徳
昭

渡
辺　

郁
子
※

高
橋　

由
紀
※

水
戸
部
可
奈
※

藤
田
由
起
子

（
管
理
栄
養
士
）

阿
部　

洋
子
※

高
山　

秀
子

（
主
任
介
護
支
援
専
門
員
・
社

会
福
祉
協
議
会
か
ら
出
向
）

勝
見　

慶
美

大
沼　

　

智

井
上　

祥
子
※

二
宮　

広
輝

山
岸
ち
ひ
ろ
※

池
田　

真
司

宮
下
美
知
子

（
社
会
福
祉
士
・
社
会
福

祉
協
議
会
か
ら
出
向
）

伊
藤　

清
二

（
健
康
運
動
指
導
士
・
社
会

福
祉
協
議
会
か
ら
出
向
）

高
崎　

　

悟

※
は
保
健
師

保
健
福
祉
課

　

課
長　

宮
澤　

誠
也

　

補
佐　

中
山　

久
人

国
保
診
療
所

　

所
長　

丸
山　

貴
広

診
療
・
事
務

渡
辺　

孝
子

松
田　

洋
子
※

小
野　

広
子

齋
藤
み
ど
り
※

宮
村
美
紀
子
※

青
木　

友
美
※

谷
内
田
亜
由
美

松
田　

理
絵
※

※
は
看
護
師

一
般
廃
棄
物
（
可
燃
・
生
ご

み
な
ど
）・
環
境
対
策
（
水

質
、
大
気
、
放
射
能
等
）・

Ｉ
Ｓ
Ｏ
・
公
害
防
止
・
し

尿
お
よ
び
浄
化
槽
・
狂
犬
病

予
防
お
よ
び
動
物
保
護
・
墓

地
・
食
品
衛
生
・
循
環
バ
ス

事
業
・
消
防
団
・
防
災
対
策
・

防
犯
対
策
・
交
通
安
全
対
策

宮
下　

聡
司

鈴
木　

　

中

宮
下　

純
一

諏
訪　

靖
子

生
活
環
境
課

　

課
長　

渡
辺　

俊
晴

　

補
佐　

加
藤　

義
勝

事務管理監　山岸　智（新潟県から派遣）

主な業務 各部署の人員体制・組織体制の調査・検討

新採用 　
町
の
新
し
い
職
員 

　
町
民
の
み
な
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

津
つ の

野　文
み さ き

紗綺
（町民課）

小
こ

池
いけ

　音
おと

也
や

（ふるさと整備課）

阿
あ べ

部　洋
よう

子
こ

（保健福祉課：保健師）

佐
さ

藤
とう

　彩
あや

子
こ

（図書館：司書）

小
こばやし

林　恵
え み

美
（図書館：司書）

小
こばやし

林　航
こうだい

大
（税務財政課）

松
まつ

田
だ

　理
り え

絵
（国民健康保険診療所：看護師）

水
み と べ

戸部　徹
とおる

（上下水道課）

青
あお

木
き

　友
とも

美
み

（国民健康保険診療所：看護師）

真
ま

島
しま

　典
のり

子
こ

（子ども教育課：ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ）

藤
ふじわら

原　夏
なつ

生
き

（蓮潟こども園）

原
はら

　千
ち

尋
ひろ

（蓮野こども園）

本
ほん

間
ま

　るい
（亀代こども園）

新潟市から派遣

新潟県から派遣

阿
あ べ

部　武
たけし

（東港振興室長）
割愛人事による採用。

前職は国土交通省北陸地方整
備局港湾物流企画室課長補佐

池
いけ

田
だ

　洋
ようすけ

介
（総務課）

　櫻
さくら

井
い

　和
かず

史
し

　
（総務課）

臨時的任用職員



広報聖籠 H26.5　10

26 年７月から施行!!
「空き家等の適正管理に関する条例」とは…

　

町
民
は
、管
理
不
全
な

状
態
で
あ
る
空
き
家
な
ど

が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
速
や
か
に
町
に
そ

の
情
報
を
提
供
願
い
ま

す
。

　

管
理
不
全
な
状
態
で
あ

る
空
き
家
な
ど
が
あ
る
と

認
め
る
と
き（
※
）は
、
当

該
空
き
家
な
ど
の
所
有

者
な
ど
の
所
在
、
管
理

不
全
な
状
態
の
程
度
な

ど
を
調
査
し
ま
す
。

（
必
要
最
小
限
度
に
お
い

て
敷
地
内
に
立
ち
入
り
ま

す
。）

（
※
）
町
が
定
め
る
空
き

家
等
認
定
基
準
に
基
づ
き

認
め
ま
す
。

　

空
き
家
な
ど
が
現

に
管
理
不
全
な
状
態

に
あ
る
と
認
め
る
と

き
、
ま
た
は
管
理
不

全
な
状
態
に
な
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
当
該

空
き
家
等
の
所
有

者
な
ど
に
対
し
、

必
要
な
措
置
に
つ

い
て
助
言
し
、
ま

た
は
指
導
し
ま
す
。

　

助
言
ま
た
は
指
導

を
行
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
当
該
空
き

家
な
ど
が
管
理
不
全

な
状
態
に
あ
る
と
き

は
、
当
該
所
有
者

な
ど
に
対
し
、
期

限
を
定
め
て
必
要

な
措
置
を
講
ず
る

よ
う
勧
告
し
ま
す
。

① 

情
報
提
供

② 

実
態
調
査
・
立
入
調
査

③ 

助
言
ま
た
は
指
導

④ 

勧 

告

空
き
家
等
と
は

　

町
内
に
所
在
す
る
建
物
そ
の
他
の
工
作

物
で
、
常
時
使
用
さ
れ
て
い
な
い
状
態
に

あ
る
も
の
お
よ
び
当
該
敷
地
（
当
該
敷
地

に
所
在
す
る
立
木
を
含
む
。）

所
有
者
等
と
は

町
内
に
所
在
す
る
空
き
家
な
ど
を
所
有
し
、
占
有
し
、
ま
た
は

管
理
す
る
人
。

管
理
不
全
な
状
態
と
は

・
老
朽
化
も
し
く
は
積
雪
、
台
風
、
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
に
よ

り
、
空
き
家
な
ど
が
倒
壊
し
、
ま
た
は
空
き
家
な
ど
に
用
い
ら

れ
た
建
築
資
材
な
ど
が
飛ひ

散さ
ん

し
、
も
し
く
は
剥は

く
ら
く落

す
る
お
そ
れ

が
あ
る
状
態
。

・
不
特
定
の
者
の
侵
入
に
よ
り
、
火
災
ま
た
は
犯
罪
が
発
生
し
、

も
し
く
は
誘
発
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
状
態
。

・
草
木
の
著

い
ち
じ
るし

い
繁は

ん

茂も

ま
た
は
動
物
、
害
虫
な
ど
の
著
し
い
繁は

ん
し
ょ
く殖

ま
た
は
ご
み
の
不
法
投
棄
に
よ
り
周
囲
の
生
活
環
境
の
保
全
に

支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
状
態
。

　

所
有
者
や
管
理
者
は
、
空
き
家
な
ど
が
管
理
不
全
な
状
態
と
な

ら
な
い
よ
う
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
適
正
に
管
理
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
! !

　

空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
を
定
め
る
こ

と
に
よ
り
、
空
き
家
な
ど
が
放
置
さ
れ
、
管
理
不
全
な
状
態
と
な
る

こ
と
を
防
止
す
る
こ
と
で
、
町
民
の
安
全
で
安
心
な
生
活
の
確
保
お

よ
び
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
制
定
し
ま
し
た
。

隣
の
空
き
家
の
瓦
が

飛
ん
で
き
そ
う
で
危

な
い
…

危
険
な
の
で

適
切
に
管
理

し
て
ね
！

指
導
し
た
け

ど
、
ま
だ
管
理

不
全
だ
よ
〜
。

危
険
だ
よ
〜
。

隣
の
空
き
家

で
深
夜
に
騒

い
で
い
る
人

た
ち
が
い
る

…

指導書
………
………

勧告書
………
………

助
言
は
口
頭
で
！

指
導
は「
指
導
書
」で
！

勧
告
は「
勧
告
書
」で
！

「
身
分
証
明
書
」

を
携
帯

身分証明書

みどり丸
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勧
告
に
応
じ
な
い

と
き
は
、
当
該
所
有
者

な
ど
に
対
し
、
期
限
を

定
め
て
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
よ
う
命
令
し
ま

す
。

　

命
令
を
行
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
当

該
所
有
者
な
ど
が
正
当

な
理
由
な
く
当
該
命

令
に
従
わ
な
い
と
き

は
、
当
該
公
表
の
対
象

者
に
意
見
を
述
べ
る
機

会
を
与
え
た
の
ち
、「
命

令
に
従
わ
な
い
者
の

住
所
お
よ
び
氏
名
な

ど
」「
当
該
空
き
家

な
ど
の
所
在
地
」「
命

令
の
内
容
」「
町
長

が
必
要
と
認
め
る
事

項
」
を
公
表
し
ま
す
。

　

空
き
家
な
ど
の
管
理
不
全

な
状
態
が
切
迫
し
て
い
る
と

き
は
、
空
き
家
等
の
所
有
者
な

ど
の
同
意
を
得
て
、
危
険
な
状

態
を
回
避
す
る
た
め
に
必
要
な

最
低
限
度
の
措
置
を
講
じ
ま

す
。

　

ま
た
、措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、

当
該
所
有
者
な
ど
か
ら
当
該
措

置
に
要
し
た
費
用
を
徴
収
し
ま

す
。　

基
本
的
に
は
、
空
き
家
な
ど

は
個
人
財
産
と
な
る
こ
と
か
ら

所
有
者
な
ど
が
管
理
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ど

ん
な
ケ
ー
ス
で
も
町
が
対
応
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ

っ
て
、
管
理
不
全
に
よ
り
迷
惑

を
被
っ
て
い
る
人
が
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
そ
の
人
が
そ
の
所
有

者
な
ど
に
対
し
折
衝
し
て
頂
き

ま
す
。
町
が
介
入
す
る
場
合
は
、

所
有
者
な
ど
が
ど
こ
の
誰
か
わ

か
ら
な
い
な
ど
の
場
合
と
な
り

ま
す
の
で
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

⑤ 
命 

令

⑥ 

公 

表

  

緊
急
安
全
措
置

役場生活環境課
　地域安全係
　☎0254－27－2111
　　　 　　（内線 282）

　

命
令
を
受
け
た
者
が
命
令
に
従
わ
な
い
場
合
に
お
い
て
、
他
の
手
段
に

よ
っ
て
そ
の
履
行
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
不
履
行
を

放
置
す
る
こ
と
が
著
し
く
公
益
に
反
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
行
政
代

執
行
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
自
ら
必
要
な
措
置
を
行
い
、
ま
た
は

第
三
者
に
こ
れ
を
行
わ
せ
、
そ
の
費
用
を
当
該
所
有
者
な
ど
か
ら
徴
収

し
ま
す
。

⑦ 

代だ
い

執し
っ

行こ
う

○
月
○
日
ま

で
に
措
置
し

て
く
だ
さ
い

ね
！

命令書
………
………

命
令
は「
命
令
書
」で
！

「
代
執
行
責
任
者
証
」

を
携
帯代執行責任者証

みどり丸

当
該
所
有
者
な

ど
に
意
見
を
求

め
ま
す
。

Ａ
さ
ん
は
、
町

に
意
見
書
を
提

出
。

付与通知書
………
………

意見書
………
………

広報
せいろう
○月号

ホーム
ページ

戒告書
………
………

代執行令書
………
………

１
．
命
令
に
従
わ
な
い
場

合
、
履
行
期
限
ま
で
に

改
善
措
置
を
講
じ
る
よ

う
戒
告
し
ま
す
。

２
．
戒
告
に
従
わ
ず
、
そ

の
義
務
が
履
行
さ
れ
な

い
場
合
は
代
執
行
を
行

い
ま
す
。
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お申し込み・お問い合わせ　役場総務課　総合政策係　☎ 27－2111（内線 227）

地域の活動をバックアップ！
「地域振興支援事業」を募集します
　町は、主に集落を単位とした地域の活性化を支援するため、活動費の一部を補助しています。
　これまでに集落・団体が、補助金を利用して祭りや運動会などを行い、成果をあげています。
　平成 26年度の募集は以下のとおり行います。どうぞご活用ください。

１補助対象
　団体

・集落
・団体（町内在住者 20名以上で組織するもので、下記「４事前協議」の際に、活動事業を申請
　　　し、承認された団体）

２対象事業 　地域自治の振興を図るための活動で、おおむね次のような事業が対象です。
　ただし他の補助金の対象となる事業、宗教に関する事業、および政治的活動に関する事業は除
きます。また同一事業への補助は３か年を限度とします。

事業分類 取組みの例
交流事業 お祭り、運動会、ピクニック、農業体験　など
福祉事業 高齢者世帯への訪問・弁当配布、助け合い運動、声かけ運動、システ

ムづくり　など
青少年健全育成活動 幼・保育園児、小・中・高校生による野外活動、週休２日制への対応

事業　など
モラル・マナーアッ
プ活動

啓蒙活動、講演会、あいさつ運動　など

伝統芸能の保存伝承
活動

集落などに伝わる伝統芸能の保存伝承のための活動

健康増進活動 健康管理器具等の整備、各種教室・講演会の開催　など
体育・レクリエーシ
ョン活動

各種スポーツ大会、ハイキング、山登り、サイクリング　など

生活環境の改善・向
上活動

緑化運動、道路清掃　など

防災・防犯・交通安
全対策活動

防災等訓練の実施、交通安全教室の開催　など

ボランティア活動 ボランティア団体への参加、集落での実践　など
広報紙発行活動 広報せいろうのような集落広報発行

３補助額 予算の範囲内で次の要件に基づいて交付します。
●補助対象経費の２/３を補助します。（上限は 30万円）
●飲食代は、補助対象経費の 20%以内までとし、20％を超える部分は補助の対象外とします。

４事前協議 申請を希望する団体は、次に定める期日までに事前協議を完了してください。
事業着手予定※ 事前協議期限

５月・６月 計画決定後速やかに
７月 ･８月 ･９月 ５月９日（金）
10月 ･11 月 ･12 月 ７月 11日（金）
１月 ･２月 ･３月 10月 10日（金）

５その他 ・内容審査により補助対象事業とならないこともあります。
・予算の状況により補助額の変更または事業の延期をお願いする場合があります。

※事業着手予定日…事
前準備などで、補助
の対象となる経費を
支出する最初の日。
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東港立地企業連絡協議会とは…
　新潟東港工業地域の聖籠地区に立地または土地を所有す
る企業により構成されている協議会で、行政機関と立地企
業間の連絡調整や、企業間の情
報交換を行うことで技術の研鑽

さん

および親睦を図り、行政機関・
企業の事業展開を支援するとと
もに、地域の福祉と文化の向上
に資するため活動しています。

お問い合わせ　東港立地企業連絡協議会事務局（役場東港振興室）☎27－2111（内線242）

vol.41
東港立地企業連絡協議会の会員
企業を順次ご紹介します。

株式会社リンコーコーポレーション
東港支社

株式会社
ノザワコーポレーション

所在地：聖籠町東港3丁目170－16
  ☎  ：０２５－２５６－４１２０
FAX：０２５－２５７－５３００
HPアドレス：http://www.rinko.co.jp/

　当社は明治 38 年創業以来、新潟を基盤とした事業
展開を図ってまいりました。昭和 44 年の新潟東港開
港に伴って太郎代地区に事務所を構え、平成 9 年には
現在地に東港支社として移転いたしました。東港支社
では、国内外の船舶から貨物の揚げ積み、これに伴う
保管や運送などの業務を幅広く展開し、多様なニーズ
にお応えしております。当地東港工業地帯は国際港湾
と高速道路網、そして国際空港が結節する優れた拠点
性を有しており、当社はこれを活かした総合物流事業
を通じて新潟港並びに東港工業地帯、ひいては新潟の
更なる飛躍と地域経済の発展に努めてまいります。

所在地：聖籠町東港3－75
  ☎  ：０２５－２６５－５２９１
FAX：０２５－２３１－５２９０
　

　弊社は 2013 年 8月1日に新潟東港工業地帯において、「新
潟東港メガソーラー発電所 ( 年間 140 万 kw の発電 )」を稼働
いたしました。これは弊社が再生可能エネルギー事業として取
り組む第 1号の施設となります。地域への貢献と地球環境へ
の配慮を第 1に、太陽の恵みを電力に代え、地域の貴重な電
源として貢献しております。年間 140 万ｋｗの発電量は、一般
家庭の消費電力量の約 490 世帯に相当します。
　当発電所は、安全・安心をモットーに完璧なセキリュティシ
ステムを採用すると共に、敷地には環境に配慮してペットボトル
を再利用したフェンスを設置しています。
　また、町内外の小学生や親子を対象とした見学会の受入も
積極的に行っております。
　自然はときには災害をもたらしますが、この自然の力を恵と
してエネルギーに変え地域に貢献してまいります。

※今回で東港立地企業の紹介が終了します。今後、新たに東港立地企業連絡協議会に企業が加盟しましたら、あらためて
紹介させていただきます。

完
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５月は自転車安全月間です

町の交通事故発生状況（平成26年）
区分

年
3月 1月～ 3月

発生件数 死者数 傷者 発生件数 死者数 傷者

平成26年 0 0 0 4 0 4
平成25年 3 0 3 13 0 15
増　減 -3 0 -3 - 9 0 - 11

（右写真）新潟地区自動車教習所協会会長の布川惇平
様より、町の交通事故防止と交通安全に役立ててほし
いと平成 26 年 4 月 7 日（月）町へ 3万円の寄付金が
贈呈されました。寄付金は、町内の交通事故防止と交
通安全のため、有効に使わせていただきます。

（左写真）株式会社聖篭タクシー代表取締役社長の髙橋髙一
様より、町の交通事故防止と交通安全に役立ててほしいと平
成 26年3月24日（月）、町へ 10万円の寄付金が贈呈されました。
　寄付金は町内の交通事故防止と交通安全のため、有効に使
わせていただきます。

善意のご寄付ありがとうございました

1

2
3
4
5

自転車は、車道が原則、歩道は例外
歩道と車道の区別があるところでは、車道通行が原則です。
しかし、次の場合は、例外として普通自転車は歩道を通行できます。
○道路標識などで認められている場合
○運転者が 13 歳未満の子供や 70 歳以上の高齢者、身体の不自由な方の場合
○道路工事や駐車車両などにより車道の左側を通行することが困難なときや、
　車の通行量が非常に多く危険な場合

車道は左側を通行
道路の左端によって通行しなければなりません。

歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
歩道を通行する場合は、車道よりをすぐ停止できる速度で徐行し、歩行者の通行を妨げ
てはいけません。
歩行者の通行を妨げる場合は、一時停止するか自転車から降りて押して歩きましょう。

安全ルールを守る
○飲酒運転・２人乗り・並進の禁止
○夜間はライトを点灯
○交差点での信号遵守と一時停止・安全確認

子どもはヘルメットを着用
保護者の皆さんは、13 歳未満の子どもを自転車に乗車させるときや同乗させる
ときには、乗車用ヘルメットをかぶらせるようにしましょう。

　自転車に乗るときは、
これらの「自転車安全
利用五則」を守って安
全に通行してください。

交通安全に関することは
役場生活環境課 地域安全係
☎27－2111（内線 284）

交 通
安 全
vol.144

今日も一日交通安全

冊
子
「
マ
ネ
ー
ト
ラ
ブ
ル

に
か
つ
！
』
の
寄
贈
を
受

け
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
防
止
な
ど
に
つ
い
て
わ
か
り

や
す
く
作
成
さ
れ
た
啓
発
冊
子

「
マ
ネ
ー
ト
ラ
ブ
ル
に
か
つ
！
」

を
下
越
地
区
労
働
者
福
祉
協
議

会
、
新
潟
県
労
働
金
庫
新
発
田

支
店
地
区
育
成
会
か
ら
町
へ
ご

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
冊
子
は
全
世
帯
、
町
立

地
企
業
な
ど
に
配
布
予
定
で

す
。

　

配
布
に
先
立
ち
、
４
月
10
日

（
木
）
に
新
潟
県
労
働
金
庫
新

発
田
支
店 

栗
林
支
店
長
、
下

越
地
区
労
働
者
福
祉
協
議
会 

佐
藤
事
務
局
長
よ
り
町
長
へ
目

録
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

聖
籠
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
７

－

１
９
５
８

「普通自転車歩道通行可」
の標識
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
ま
た
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

生
活
環
境
課

３
月
27
日
（
木
）

■
聖
籠
町
防
災
会
議
開
催

　

聖
籠
町
地
域
防
災
計
画
修
正
案
お

よ
び
聖
籠
町
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

修
正
案
の
２
項
目
に
つ
い
て
審
議
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓

と
す
る
べ
く
、
津
波
対
策
強
化
に
重

点
を
お
き
修
正
を
図
っ
た
も
の
で
あ

り
ま
す
。審
議
の
結
果
、原
案
通
り
承

認
頂
い
た
こ
と
か
ら
、
町
は
こ
の
計

画
な
ど
に
基
づ
き
安
全
で
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

町

民

課

３
月
24
日
（
月
）

■
平
成
25
年
度
第
２
回
聖
籠
町
介
護

保
険
運
営
協
議
会
開
催

　

聖
籠
町
介
護
保
険
運
営
協
議
会
は
、

介
護
保
険
に
関
す
る
施
策
が
、
制
度

の
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
町
民
の

意
見
を
十
分
に
反
映
し
な
が
ら
適
切

に
行
わ
れ
る
こ
と
を
目
的
に
調
査
審

議
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
事

務
局
か
ら
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

・
高
齢
者
ニ
ー
ズ
調
査
に
つ
い
て

保
健
福
祉
課

3
月
19
日
（
水
）

■
第
２
回
聖
籠
町
健
康
づ
く
り
推
進

協
議
会
開
催

　

町
民
の
総
合
的
な
健
康
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
第
2
回
聖
籠
町
健

康
づ
く
り
推
進
協
議
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
健
康
増
進
計
画
に
基
づ
く

平
成
25
年
度
健
康
づ
く
り
事
業
の
実

施
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
行
い
、
委

員
か
ら
は
貴
重
な
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。ふ

る
さ
と
整
備
課

■
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
始
め
ま
し
た

　

道
路
の
補
修
や
修
繕
、
円
滑
な
道

路
交
通
や
利
用
者
の
安
全
確
保
の
た

め
、
４
月
８
日
（
火
）
か
ら
道
路
パ

ト
ロ
ー
ル
を
始
め
ま
し
た
。

　

町
内
の
幹
線
町
道
を
中
心
に
、
今

年
の
11
月
末
ま
で
毎
週
火
曜
日
に
定

期
的
に
実
施
し
ま
す
。
道
路
に
異
常

（
陥
没
な
ど
）
を
見
つ
け
た
と
き
は
、

集
落
区
長
ま
た
は
役
場
ふ
る
さ
と
整

備
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
12
月
か
ら
翌
年
の
3
月
ま

で
、
除
雪
期
の
除
雪
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
、
年
間
を
通
し
て
町
道
の
安

全
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

な
お
、
道
路
照
明
な
ど
の
確
認
の

た
め
、
夕
暮
れ
時
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を

月
1
回
実
施
し
ま
す
。
今
年
度
も
引

き
続
き
新
発
田
川
放
水
路
の
「
往
来

橋
」
と
「
田
ノ
島
橋
」
の
消
灯
を
実

施
し
節
電
に
努
め
ま
す
。

子
ど
も
教
育
課

３
月
25
日
（
火
）

■
第
３
回
聖
籠
町
教
育
委
員
会
定
例

会
開
催

・
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
補
助

金
交
付
要
綱
の
廃
止
に
つ
い
て

・
町
教
育
委
員
会
事
務
決
裁
規
程
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

・
平
成
26
年
度
聖
籠
町
育
英
資
金
貸

与
者
の
選
考
に
つ
い
て

・
町
立
学
校
に
お
け
る
学
校
運
営
協

議
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

・
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
補
助

金
交
付
要
綱
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

・
町
青
少
年
育
成
委
員
の
委
嘱
に
つ

い
て

・
平
成
26
年
度
初
人
事
異
動
に
つ
い

て
・
町
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
委

任
等
に
つ
い
て

　

以
上
の
８
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

農
業
委
員
会

3
月
25
日
（
火
）

■
聖
籠
町
農
業
委
員
会
第
22
期
第
13

回
総
会
開
催

・
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
所
有
権
移
転
）
申
出
審
査
に
つ

い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
設
定
）
申
出
審
査
に
つ

い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
移
転
）
申
出
審
査
に
つ

い
て

　

以
上
の
４
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
ま
し
た
。
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計
量
法
に
よ
り
、
取
引
又
は
証

明
に
使
用
す
る
は
か
り
や
分
銅
・

お
も
り
は
、
2
年
に
1
回
行
わ
れ

る
定
期
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
、

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

平
成
26
年
度
の
定
期
検
査
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、
営
業

用
の
計
量
器
を
お
持
ち
の
方
は
、

必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
検
査
日

　

5
月
29
日
（
木
）、
30
日
（
金
）

■
受
付
時
間

　

午
前
10
時
00
分
〜
11
時
30
分

　

午
後
1
時
00
分
〜
3
時
00
分

■
会
場

聖
籠
町
防
災
倉
庫
（
聖
籠
町
役

場
庁
舎
隣
）

■
対
象
と
な
る
計
量
器

①
商
店
な
ど
で
商
品
の
計
り
売
り

に
使
用
す
る
も
の

②
農
業
・
漁
業
な
ど
に
従
事
す
る

方
が
、
農
産
物
・
水
産
物
な
ど

の
計
り
売
り
の
た
め
に
使
用
す

る
も
の

③
運
送
業
者
な
ど
が
貨
物
運
賃
の

算
出
な
ど
に
使
用
す
る
も
の

④
工
場
・
事
業
所
な
ど
の
原
材
料

の
購
入
、
製
品
の
販
売
・
出
荷

の
た
め
に
使
用
す
る
も
の

役
場
産
業
観
光
課

　

地
域
振
興
係
（
内
線
１
２
６
）

　

聖
籠
町
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん

か
ら
高
齢
者
ま
で
全
て
の
年

代
の
「
健
康
づ
く
り
」
の
た

め
に
、
家
庭
訪
問
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
育
児
の
こ
と
、

こ
こ
ろ
や
身
体
に
つ
い
て
ご

心
配
が
あ
る
と
き
は
も
ち
ろ

ん
、
家
族
の
こ
と
、
ご
近
所

の
こ
と
、
何
で
も
声
を
お
か

け
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
、
保
健
師
の
担
当

行
政
区
は
次
の
と
お
り
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

保
健
福
祉
課
（
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
）

保
健
衛
生
係　

保
健
師

☎
２
７
‐
６
５
１
１

 　　

5 月 の 行 事

INFORMATION

聖籠町役場　　☎27－2111
町 民 会 館　　☎27－2121
図   書   館　　☎27－6166
保健福祉課（保健福祉センター内）
　　　　　　　☎27－6511
上下水道課（上水道管理棟）
　　　　　　　☎27－5141
診   療   所　　☎27－1234

お問い合わせ先

I N F O R M A T I O N

I N F O RM A T I O N

町
長
の
動
向（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

5
月

2
日 

新
発
田
地
域
農
業
振
興
協
議

会
総
会

8
日 

新
潟
東
港
聖
籠
地
区
立
地
企

業
連
絡
協
議
会
総
会

13
日 

聖
籠
町
商
工
会
総
会

14
日 

新
潟
県
防
犯
協
会
理
事
会
・

総
会

18
日 

新
発
田
駐
屯
地
創
設
61
周
年

記
念
式
典

21
日 

全
国
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
発
電
所
所

在
市
町
村
連
絡
協
議
会
総
会

22
日 

新
潟
県
市
町
村
職
員
共
済
組

合
定
期
監
査

27
日 

新
潟
県
歯
科
保
健
協
会
理
事

会
・
評
議
員
会

28
〜
29
日   

日
本
港
湾
協
会
第
87
回

定
時
総
会

保
健
師
で
す　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

特
定
計
量
器
の
定
期
検
査
を
行
い
ま
す

担
当
行
政
区
一
覧

保
健
師
名

担
当
行
政
区

渡
辺 

郁
子

苔
沼
・
次
第
浜
・
汐
美
台

高
橋 

由
紀

山
大
夫
・
二
本
松
・
杉
谷
内
・

蓮
潟
・
蓮
潟
新
田
・
八
幡
・

旭
ヶ
丘

水
戸
部 

可
奈
真
野
・
山
諏
訪
山
・
外
畑
・

正
庵
・
藤
寄
・
大
夫
興
野
・

尾
沢
ヶ
丘
・
稲
の
平
・
別
條
・

ひ
ば
り
が
丘

阿
部 

洋
子

四
ツ
屋
・
道
賀
新
田
・
上

大
谷
内
・
中
ノ
橋
・
本
諏

訪
山
・
本
大
夫
・
聖
中
ヶ
丘
・

本
三
賀
・
山
三
賀
・
亀
塚

山
岸 

ち
ひ
ろ
丸
潟
・
桃
山
・
山
倉
・
蓮
野
・

甚
兵
衛
橋
・
網
代
浜
・
東
山
・

東
港

《相談事業》
ところ　役場１階　会議室
◆行政相談
　13日（火）午前10時00分～11時30分
　 役場総務課　☎27－2111（内線223）
◆人権特設相談所
　２日（金）午後１時00分～４時00分
　 役場町民課町民サービス係
　☎27－2111（内線111）
　　法務局新発田支局　☎24－7102

ところ　結いハート聖籠
◆心配ごと相談
　７日（水）、21日（水）
　　　　　　　午後１時00分～４時00分
　 町社会福祉協議会　☎27－6767

《保健福祉事業》
ところ　保健福祉センター
◆乳幼児健康診査
○２歳親子歯科健診
　12日（月）午後１時15分～
○３歳児健診
　22日（木）午後１時00分～
○乳児健診
　23日（金）午後１時15分～
○２歳６ヶ月児親子歯科健診
　26日（月）午後１時15分～
◆学級
○育児学級
　29日（木）午後１時30分～　
　 保健福祉課（保健福祉センター）
　☎27－6511
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5 月 31日は「世界禁煙デー」

「さようならタバコの煙」で万病予防
健康せいろう 21　　緑丸の健康 10 か条より

お問い合わせ・ご相談　
保健福祉課（保健福祉センター）
保健衛生係　保健師まで
　　　　　　☎２７－６５１１

・禁煙はいつはじめても遅くない！
・たばこを吸うと「ホッとする」のは
「ニコチン依存症」だから。ニコチン
の離脱症状が辛いピークは 3～ 4日
です。自力禁煙が難しい人は禁煙外
来へ！

たばこをやめたいと
思っている方へ

こんなにある　
たばこ関連の病気・症状

こんなにある　受動喫煙受動喫煙（この１か月間自分以外の人が吸った
たばこの煙を吸う機会がありましたか？）

・がん（肺・喉頭…）
・ぜんそく
・気管支炎
・肺気腫　 ｝
・心臓病
・脳卒中
・胃かいよう・十二指腸かいよう
・歯周病
・妊婦、胎児への影響（低体重児・早産・流産…）
・乳幼児への影響（乳児突然死症候群　など）
・肌の老化（シミ・たるみ）　　　　　ほか多数

慢性閉そく性肺疾患（COPD）

喫煙者の方へのお願い

タバコを吸わない人や
子どもたちの目の前では
吸わないで！！

平成 24年聖籠町「健康に関する意識調査」より　（対象：16歳～ 74歳）

画像提供：（公財）日本対がん協会

週数回以上の受動喫煙が家庭では 29％以上、
職場では 35％以上もあります。
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健診項目と内容 料金について

特定
健康
診査

問診・身体計測・血圧測定・尿検査・血
液検査・心電図・眼底検査・その他

39歳以下の方　　1,000 円
40 ～ 74歳の方
　加入している医療保険によって違います。
75 歳以上の方
　75歳の誕生日を過ぎた方は無料です。

がん
検診

肺がん検診
（40歳以上対象）

胸部レントゲン検査
検査費用 1,166 円

－  町助成金 1,166 円
自己負担金　０円

※70歳以上の方
身体障害・療育・精
神保健福祉手帳をお
持ちの方、生活保護
世帯の方は無料です。

喀痰検査
検査費用 3,186 円

－  町助成金 2,786 円
自己負担金　400円

胃がん検診 バリウム検査
検査費用 4,644 円

－  町助成金 4,144 円
自己負担金　500円

大腸がん検診 便潜血反応検査
検査費用 1,728 円

－  町助成金 1,228 円
自己負担金　500円

前立腺がん検診
（50歳以上対象） 血清ＰＳＡ検査 2,453 円

◆検査項目と料金

向き合おう　自分のからだが教えてくれる　年に一度の健康診断
（健康せいろう 21　緑丸の健康 10か条　から）

〇胃がん・大腸がん検診は、平成 26年度末現在、20歳以上の方であればどなたでも受けら
れます。自分のため、家族のため、ぜひ「がん検診」を受診しましょう。

〇「特定健診（40～ 74歳対象）」は加入する医療保険によって異なります。
〇健診を申し込んでいない方で希望する場合は、事前にご連絡ください。ご案内・問診票をお
送りします。

がん検診は
聖籠町より
1,166円～
4,144 円の
助成があり
ます!!
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お申し込み・お問い合わせ　保健福祉課（保健福祉センター）保健衛生係　☎ 27－6511

◆日程・会場
日　　時 会　　場

５　

月

 8 日（木）

受付時間
午前 8時 00分～
　　　10時 30分
※胸部レントゲンのみの方は
　午前9時30分～10時30分

蓮潟公会堂

 9 日（金） 網代浜会館

12日（月） 亀塚公会堂

13日（火） 次第浜公民館

14日（水） 藤寄公会堂

15日（木） 二本松公会堂

16日（金）
保健福祉
センター19日（月）

20日（火）

昨年の町検診で早期胃がんを発見されたＫさん

（50代男性）にインタビューしました。

　検診は30代後半から町の検診を毎年受けています。最初
は家族から言われてでしたが、仕事をするにも体が大切と思
い今では受けるのが習慣になっています。
　昨年、町の胃バリウム検診で精密検診となって、医療機関
で胃内視鏡を受け、その場で医師から「早期がんの疑い。1
週間くらいの入院で内視鏡で手術できる。」と言われました。
ドキッとしました。けど、医師の言い方から、そんなに心配
ないのだなと思いました。仕事仲間にも打ち明けたら、手術
経験者もいて気持ちが楽になりました。
　手術自体は全身麻酔で痛みも無く、6日間の入院で済みま
した。ほぼ普通の生活ができています。内視鏡の検査が楽で
はなかったけれど、昔に比べると内視鏡が細くなって楽にな

りましたね。

検診、受けてて良かった！
みなさんも検診は受けた方がいいですよ!!
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　平成26年度の子どもの乳幼児健診、妊婦さんや赤ち
ゃんの学級の日程が決まりましたのでお知らせします。

＜乳幼児健診・歯科検診＞

＜妊婦さんと赤ちゃんの学級＞

　お子さんの誕生日、妊婦さんの出産予定日ごとに、
対象の健診・学級が異なりますのでご確認ください。

平成２６年度 乳幼児健診・学級日程をお知らせします

お子さんの該当する
健診はいつですか？

お問い合わせ　保健福祉課（保健福祉センター）保健師　☎ 27－6511

健診名 対象児 日程

乳児健診

H25.10月・H26.1月生まれ 5/23㈮
H25.11月・H26.2月生まれ 6/27㈮
H25.12月・H26.3月生まれ 7/25㈮
H26.1・4月生まれ 8/22㈮
H26.2・5月生まれ 9/26㈮
H26.3・6月生まれ 10/31㈮
H26.4・7月生まれ 11/21㈮
H26.5・8月生まれ 12/19㈮
H26.6・9月生まれ H27/1/23㈮
H26.7・10月生まれ H27/2/20㈮
H26.8・11月生まれ H27/3/20㈮

1歳2ヵ月児
歯科健診

H25.3・4月生まれ 6/9㈪
H25.5・6月生まれ 8/11㈪
H25.7・8月生まれ 10/6㈪
H25.9・10月生まれ 12/8㈪
H25.11・12月生まれ H27/2/9㈪

1歳6ヵ月児
健診

H24.11・12月生まれ 6/26㈭
H25.1・2月生まれ 8/21㈭
H25.3・4月生まれ 10/30㈭
H25.5・6月生まれ 12/18㈭
H25.7・8月生まれ H27/2/19㈭

学級 対象 日程

育児学級

H25.12月・H26.1月生まれ 5/29㈭
H26.2月・3月生まれ 7/10㈭
H26.4月・5月生まれ 9/18㈭
H26.6月・7月生まれ 11/13㈭
H26.8月・9月生まれ H27/1/15㈭

※健診・学級の対象の方には事前に通知をします。また、広報「月の行事」に掲載します。
　急きょ、日程が変更になる場合がありますので、通知内容をよくご確認ください。

★育児学級…生後 4～ 5か月児が対象
★マタニティママのリフレッシュ教室…妊婦さん向けの教室

健診名 対象児 日程

2歳児親子
歯科健診

H24.4・5月生まれ 5/12㈪

H24.6・7月生まれ 7/14㈪

H24.8・9月生まれ 9/8㈪

H24.10・11月生まれ 11/10㈪

H24.12・H25.1月生まれ H27/1/13㈫

H25.2・3月生まれ H27/3/9㈪

2歳6ヵ月児
歯科健診

H23.10・11月生まれ 5/26㈪

H23.12・H24.1月生まれ 7/28㈪

H24.2・3月生まれ 9/29㈪

H24.4・5月生まれ 11/25㈫

H24.6・7月生まれ H27/1/26㈪

H24.8・9月生まれ H27/3/23㈪

3歳児健診

H23.4・5月生まれ 5/22㈭

H23.6・7月生まれ 7/24㈭

H23.8・9月生まれ 9/25㈭

H23.10・11月生まれ 11/20㈭

H23.12・H24.1月生まれ H27/1/22㈭
H24.2・3月生まれ H27/3/19㈭

3歳6ヵ月児
歯科健診

H22.10・11月生まれ 6/30㈪
H22.12月・H23.1月生まれ 8/25㈪

H23.2・3月生まれ 10/27㈪
H23.4・5月生まれ 12/22㈪
H23.6・7月生まれ H27/2/23㈪

学級 対象 日程
育児学級 H26.10月・11月生まれ H27/3/12㈭

ﾏﾀﾆﾃｨｰﾏﾏの
ﾘﾌﾚｯｼｭ教室

H26.9月～11月出産予定 6/5㈭
H26.12月～H27.2月出産予定 9/4㈭
H27.3月～5月出産予定 12/4㈭
H27.6月～8月出産予定 H27/3/5㈭

妊婦さんの出産予定日
はいつですか？
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藤寄・大夫興野地区…おひさまサークル　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　少人数のサークルでみんな仲良し。１つの輪になり楽しく
遊んだり、一緒におしゃべりしましょう。お友達になろうね。
公園の遊具でも遊べます。気軽に遊びに来て下さいね。

お子さんと一緒に遊びながらお友達をつくりませんか。仲間になってみんなで遊びましょう。

蓮野地区・うさぎクラブ　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　広場でたくさん動き回ったり、おもちゃで遊び楽しく過ご
しています。遠足やクリスマス会などの楽しい行事も計画し
ています。気軽に遊びに来て下さいね。
　子どももママもたくさんお友達を作りましょう！

山倉地区・ぐ～ちょきぱ～　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　体育館で走り回ったり、おもちゃを使って遊んでいます。
畳コーナーや赤ちゃんのおもちゃもあるので小さい子も安心。
毎回、リズム遊びをしながら楽しく過ごしています。すぐ、
お友達になれるサークルです。気軽に遊びに来て下さいね。

★日時⇒毎月第２・第４・木曜日
　　　　午前 10時～ 11時 30分
★場所⇒蓮野地区多目的屋内運動場

★日時⇒毎月２回　基本は第１、第３金曜日
　　　　午前 10時～ 11時 30分
★場所⇒結いハート聖籠
　　　　（青少年交流センター）

★日時⇒毎月１回、基本は第４火曜日　
　　　　午前 10時～ 11時 30分
★場所⇒旭ヶ丘公会堂
　　　　（旭ニュータウン内）

育児サークルからのお知らせ
聖籠こども園子育て支援センター

〔お問い合わせ〕TEL：27－3322　FAX：27－8888

０歳～２歳児ちゃん！

みんなおいでよ！

仲間になろうよ！

亀代地区・育児サークル（どんぐりの会・ぴよぴよクラブ・ぱんだクラブ）＊＊＊＊＊＊＊＊
　思いっきり遊んで、子どももママもたくさんお友達を作り
ませんか？木曜日はおしゃべりしながらおやつを食べます！
遠足・クリスマス会などたくさんの行事も計画しています。
気軽に参加してみませんか？

★日時⇒毎週木曜日（おやつ代 50円）　
　　　　午前 10時～ 11時 30分
★場所⇒亀塚児童館
　　　　TEL２７－２４７８

可愛いお子さんが、それぞれの地域の中で健やかに育つことを願っています。
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「
聖
籠
町
住
ま
い
る
券
」
を
販
売
し
ま
す

登
録
加
盟
店
も
募
集
し
ま
す

販売規模 3,000万円
販売対象者 聖籠町に住所を有する方（世帯単位での販売となります )。
販売券種 額面 50,000 円券のみ

（額面 50,000 円券を 15％割引の 42,500 円で販売します）。
販売限度 1 世帯 14 枚（額面 700,000 円）まで
対象となる
工事

　町内において自己が所有する住宅、作業場などの修繕工事や敷地内の
工事で、次に掲げるもの。
①住宅、車庫（カーポートは除く）、作業場などの修繕工事（建築、電気、
建具、内外装、左官、ガラス、管工事など）、および造園工事（庭木な
どの植栽）、土木工事（コンクリート舗装・土留めなど）

②上下水道の接続に関する工事（管工事、キッチン、トイレ、ふろ場の改修など）
ただし、法人が所有する土地・建物に関する工事は対象外

対象
工事期間

7 月 1 日（火）～ 12 月 31 日（水）の間に着工し、「聖籠町住まいる券」
を使用して 12 月 31 日（水）までに支払いを完了する工事

対象となら
ない工事

①テレビ・洗濯機・エアコンなどの家電製品や、ボイラー・暖房機器な
どの商品の納入だけのものおよび家電製品・暖房機器などの取付に付
帯する工事

②建物の新築、増築、改築
③塀垣などの新設、増設
④国・県・町などの制度により助成を受けている工事

申込方法 　6月上旬に『申込ハガキ付チラシ』を全戸配布します。券の購入希望者は、
ハガキに必要事項を記入のうえ切手を貼ってポストに投函するか、また
は、直接町商工会に持参のうえ申込みをしてください。申込締切日は、6
月 30 日（月）です（ポストに投函の場合は 6月 30 日消印分まで有効）。

販売方法 申込者を対象に販売します。また、申込額が 3,000 万円を超えた場合は抽
選とし当選者に販売します。申込者には、購入の可否を通知します。

販売場所 町商工会館
販売期間
および時間

7 月 16 日（水）～ 8月 8日（金）（土・日曜日、祝日は除く）
午前 9時 00 分～午後 4時 00 分

使用期間 7 月 16 日（水）～ 12 月 31 日（水）
券の
換金期間

7 月 16 日（水）～翌年 1月 15 日（木）（換金日は月・水・金曜日。ただし、
祝日の場合は翌平日。8月 13 日（水）～ 8月 15 日（金）と 12 月 27 日（土）
～翌年 1月 4日（日）は除く。）

その他 ①額面に満たない工事費に券を使用してもおつりはでません。
②販売した券の返納および換金はできません。
③対象とならない工事には券の使用はできませんので、券の申込・購入
前に工事などを依頼する事業者または町商工会へ、工事が「聖籠町住
まいる券」の対象になるかを確認をしてください。

④登録加盟店には、この券が使用できる旨のポスターを掲示します。

　

聖
籠
町
商
工
会
で
は
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
町
内
建
設
業
関
連
の
需
要

を
創
出
す
る
と
と
も
に
そ
の
活
性
化

を
図
る
た
め
『
聖
籠
町
住
ま
い
る
券

発
行
事
業
』
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

事
業
の
登
録
加
盟
店
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

　

事
業
に
参
加
を
希
望
す
る
事
業
者

は
、
聖
籠
町
商
工
会
窓
口
で
登
録
の

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
登
録
事
業
者
の
募
集
に
つ
い
て

〇
登
録
で
き
る
事
業
者 

― 

町
内
に

事
業
所
を
有
す
る
法
人
ま
た
は

個
人
事
業
者
で
、
建
築
・
土
木
・

電
気
・
建
具
・
内
外
装
・
左
官
・

ガ
ラ
ス
・
管
・
造
園
工
事
な
ど

を
行
う
事
業
者
。

〇
登
録
募
集
の
時
期 

― 

5
月
1
日

（
木
）
か
ら
券
の
使
用
期
間
内
随

時
（
6
月
上
旬
に
チ
ラ
シ
を
全

戸
配
布
す
る
際
、5
月
20
日
（
火
）

時
点
で
の
登
録
事
業
者
を
チ
ラ

シ
に
掲
示
し
ま
す
）。

聖
籠
町
商
工
会　

☎
２
７

－

２
０
７
８

事　業　概　要
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聖
籠
町
商
工
会
で
は
、

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に

よ
る
生
活
・
経
済
不
安
の

解
消
の
た
め
、
下
記
の
と

お
り
聖
籠
町
地
域
活
性
化

対
策
券
（
10
％
の
割
引
商

品
券
）
を
販
売
し
ま
す
。

聖
籠
町
商
工
会

☎
２
７

－

２
０
７
８

聖
籠
町
地
域
活
性
化
対
策
券
を
販
売
し
ま
す

休
診
の
お
知
ら
せ

５
月 

12
日 

㈪

休
診
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

聖
籠
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所
長

釣り船体験を開催します
―海のにぎわい館―

「若者しごと相談」
開催日変更のお知らせ

　海のにぎわい館では、船でのルア
ー釣り体験を開催します。皆さまお
気軽に参加ください。
５月 11 日（日）
※悪天候などにより出港ができない
場合は講習会・ルアー作成体験を
開催します。
新潟東港周辺
■定員　14人（定員になり次第締切）
■参加資格　小学生以上
※小学生の参加には成人の引率が必
要です。未就学児は保護者同伴で
も参加できません。 
■参加費　大人 5,000 円（中学生以
上）、小学生 3,000 円。ＮＰＯ会
員は割引あり。
※釣り船体験中止による講習会・ル
アー作成体験参加費は大人 1,500
円、小学生 500 円
※昼食費、傷害保険料含む。希望者
には竿、リール、ルアーなどを貸
出します（有料）。
■申込期限　５月８日（木）
・ 海のにぎわい館
　☎ 27－1103
　聖籠町大字網代浜1612番地 5

　就職への悩みをもつ若者と、その
家族を対象に行っている「若者しご
と相談」の開催日が次のとおり変更
になりますので、お知らせします。
変更後　毎月第１・３金曜日
　　　　午後 1時 00 分～ 4時 00 分
会　場　町保健福祉センター
　　　　相談室（変更なし）
下越地域若者サポートステーション
　ヤングジョブしばた
　☎ 0254－28－8735

販売規模 ２億円

販売
対象者

町内に住所を有する中学生以上の町民およ
び町内在住避難者

販売券種 額面 500 円券のみ。また、500 円券 10 枚綴
を 1冊に製本し冊単位で販売します。

割引率 10％（額面から 10％を割引いた額で販売し
ます。例えば、１冊額面金額 5,000 円の券
を 4,500 円で購入すると、5,000 円分の買物
ができます。）

販売限度 対象者１人につき 10 冊（額面５万円）まで

購入方法 予約申込みによる販売とします。別途配布
の地域活性化対策券申込書をご覧くださ
い。

販売場所 町商工会館２階会議室（役場庁舎隣）

販売期間 ６月 15 日（日）～７月４日（金）（予約申
込分のみ販売します。販売期間終了後は、
予約は無効となります。）※６月 15 日を除
く土・日曜日は販売しません。

販売時間 午前９時 00 分～午後４時 00 分

使用期間 ６月 15 日（日）～ 11 月 30 日（日）（12 月
１日からは、券の使用は一切できません。
また、未使用分の券の返品・換金には一切
応じることができませんのでご留意願いま
す）。

使用
できる店

町内の券取扱登録加盟店で使用可能（登録
加盟店にはポスターを掲示します。また、
登録加盟店一覧表は別途各世帯に配布しま
す）。

その他 ・券の購入に際しては、同一世帯の高校生
以上の方が世帯を代表して購入できま
す。

　（中学生が購入する場合は、保護者同伴の
場合に限ります。）　

・額面に満たない買物をしても、釣銭は出
ませんのでご注意ください。

　（例えば、450 円の品物を購入して 500 円
券を出しても釣銭は出ません。）

・予約申込分が２億円を超えた場合、予算
の範囲内で冊数の多い世帯から順次調整
させていただきますのでご了承くださ
い。
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お申し込み・お問い合わせ　　役場ふるさと整備課（内線 234）

あっ地震！
だいじょうぶですか、あなたのお家？

　　　耐震診断 　　　　耐震設計 　　　　耐震改修

対象と
なるもの

■建築物（次のすべてに該当）
①昭和 56 年 5 月 31 日以前に、町

内で建築、または工事に着手し
た木造住宅

②一戸建ての住宅であること（店
舗や事務所などを兼ねた住宅の
場合は、延べ床面積の半分以上
が住宅部分のものに限る）

③地階を有しない地上２階建て以
下の住宅であること

④国土交通大臣などから特別な認
定を受けた工法によって建築さ
れた住宅でないこと

■対象者
町内に住所を有し、かつ、補助
の対象となる建築物を所有する
方で町税などを完納している方

左の聖籠町木造住宅耐震診
断支援事業を受け、かつ、
診断評点が 1.0 未満の建築
物

左の聖籠町耐震設計事業を
受けた建築物

受付期間
予算額に達
した時点で
受付終了と
します

第１回：６月２日（月）～ 13 日（金）
第２回：８月 15 日（金）～ 29 日（金）
第３回：11 月 17 日（月）～ 28 日（金）

毎年 4 月から12月末日まで
（年度内に耐震改修事業が
完了し、かつ、関係書類の
提出が可能な場合は、この
限りではありません。）

申請者負担
額または
町補助額

●申請者負担額
　今年から耐震診断費用は無料と
　なりました！

●町補助額
耐震設計費用の 1/2 以内
の額（100,000 円まで）

●町補助額
耐震改修費用のうち
650,000 円までの額

必要な
書類

①耐震診断士派遣申請書（※）
②建築年次および建物の延べ床面

積が判断できる書類の写し
　（登記簿謄本、建築確認済証・

検査済証、課税証明書など）
③申請者の町税の納税証明書（前

年度分）

①補助金交付申請書（※）
②耐震診断報告書の写し
（耐震診断の成果品です。）

③耐震設計に要する費用の
見積書（耐震診断士より
発行されます。）

①補助金交付申請書（※）
②耐震改修計画書の写し
（耐震設計で作成されま
す。）

③耐震改修に要する費用の
見積書（耐震設計で作成
されます。）

※ 補助金交付申請書は、ふるさと整備課にあるほか、町ホームページからダウンロードできます。

物

ステッ
プ1

ステッ
プ2

ステッ
プ3

　町では、木造住宅の耐震診断（地震に耐えられるか診断する）や耐
震改修に要する費用の一部を補助しています。
　診断は、町が委託した（社）新潟県建築士会北蒲原支部に登録された診断士が行います。耐震
診断は人間にたとえると健康診断に当たるものです。安全・安心な生活を築くため、ぜひこの機
会に耐震診断を受けてみませんか。
　また、聖籠町木造住宅耐震診断支援事業を受けた木造住宅で、耐震診断の結果、耐震性が低い
と判断された住宅に対し、耐震設計費・耐震改修工事費への一部補助も行っています。

耐震診断費用が
無料になりました！
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４
月
６
日
（
日
）
町
消
防

団
の
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
、

平
成
26
年
度
の
新
体
制
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
火
災
等
の
災
害
を

防
ぐ
た
め
に
日
々
訓
練
を
積

み
、
私
た
ち
の
生
活
を
守
る

町
の
消
防
団
。
今
年
度
は
新

入
団
員
22
名
、
新
班
長
15
名

に
辞
令
書
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。
辞
令
交
付
式
の
後
に
は
、

幹
部
、
広
域
消
防
の
指
導
の

も
と
、
班
長
、
新
入
団
員
を

対
象
に
教
育
訓
練
が
行
な
わ

れ
、
団
員
皆
が
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

学校給食食材の
放射性物質測定結果

役　　職 氏　　名

団　長 伊藤　稔明

副団長
（教育主幹兼務） 萩原　美好

副団長 渡辺　新吾

訓練部長 高橋栄和男

技術部長 阿部　孝平

第一分団長 吉田　敏之

第二分団長 高橋　　肇

第三分団長
（予防部長兼務） 新保　裕司

第四分団長 阿部　裕幸

第一分団副分団長 肥田野哲也

第二分団副分団長 五十嵐孝幸

第三分団副分団長 中村　　敏

第四分団副分団長 前田　和真

※空気が乾燥し、火災が発生し
やすくなっています。地域、
家庭でも火災予防をお願いし
ます。
役場生活環境課

　地域安全係（内線 282）

聖
籠
町
消
防
団　

辞
令
交
付
式
を
開
催

　聖籠町では、学校などの給食の安全

性を確認し、給食に対する保護者など

の不安を軽減することを目的に、給食

用食材の放射性物質検査を実施してい

ます。検査は毎週木曜日、翌日（金曜

日）に使用する食材の中から１品目を

選定して行います。再検査となった食

材は、給食に使用せず、再検査を実施

し公表します。

　なお、町のホームページで最新の検

査結果を掲載しています。

検
査
日

検査
品目

生産地

測定結果

放射性
ヨウ素

放射性
セシウム

131 134 137

3 月
6日

もやし 福島県
検出
せず

検出
せず

検出
せず

3月
13日

きゅ
うり

群馬県
検出
せず

検出
せず

検出
せず

測定
場所

新潟県新発田地域振興局
（新発田市豊町３丁目３番２号）

※単位：Ｂｑ（ベクレル／㎏）

※この検査の検出限界値は、20Bq ／㎏で

す。検出限界値は、測定する条件や食

材により異なります。

※「検出限界値」とは、その分析法や計測

機器で検出できる最小値（最小限度）

のことをいい、この値は測定環境（自

然界に存在する大気中の放射線量）、測

定条件（時間重量など）、検査対象品目

によって異なります。

役場子ども教育課　学校支援係
　（内線 305）

平成26年度（平成25年分）所得証明書発行は
町県民税の納税通知書発送後

　当町では、所得証明する場合、賦課資料（給与支払報告書や公的年
金支払報告、所得の申告書など）により把握した所得に基づき町県民
税の税額を決定し、納税通知書を発送した後に行っています。
　このため、平成 26 年度（平成 25 年分）所得証明書の発行は、町県
民税を給与天引き（特別徴収）により納付される方は 5 月 15 日頃から、
個人で金融機関窓口等に直接納付（普通徴収）される方、または扶養
親族等で収入がない方は 6 月 13 日頃から可能です。
　請求時、本人確認を行いますので、運転免許証等の提示をお願いします。
　なお、詳しくは、税務財政課税務係住民税担当までお問い合わせく
ださい。

個人住民税の均等割が引き上げになります
【平成 26年度から】

　住民税は皆さまに一律に負担してい
ただく均等割と、所得に応じて税額が
決まる所得割により構成されています。
　このうち均等割について、年額
1,000円（県民税500円、町民税500円）
が上乗せされます。
適用期間
平成 26 年度～平成 35 年度（10 年間）

役場税務財政課 税務係（内線 143）

  均等割の税額

区分 平成25年
度の税額

引き上げ
後の税額

町民税
均等割 3,000 円 3,500 円

県民税
均等割 1,000 円 1,500 円

合計 4,000 円 5,000 円
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国民健康保険税 仮算定のご案内
　聖籠町国民健康保険では、１年間の国民健康保険税を５月から翌年２月までの計１０期 ※1 で納めていただきます。
それぞれ、２週間程度の納期限が設けられており、５月を１期、６月を２期･･･と呼びます。
国民健康保険税の納期は、前半の「仮

かりさんてい

算定」と後半の「本
ほんさんてい

算定」とに分けられ、５月にお送りする通知は前半の第 1
期から第２期までの分 ･･･つまり仮算定分となります。※2

※1　年度途中での加入や喪失手続きがあった場合は、納期の回数が変わる場合もあります。
※2　国民健康保険税が年金から天引き（特別徴収）される世帯は下記の納入方法には該当しません。
　　 特別徴収世帯には既に特別徴収開始通知書により通知しています。

仮算定ってなぁに？
ポイント①

「仮算定の税額＝前年度の国保税年額の 10分の２」です
　みなさんに申告していただいた前年の所得や新年度の税率が確定するのは７月になりま
す。そのため、今年度の保険税がいくらになるのかは現段階で確定することができません。
　そこで、前年度課税した国民健康保険税をもとに算定し、課税することとなります。（所
得や加入者の状況が変わらないものと仮定し、前年度の保険税に近い税額を課税するため
です。）
　このことから、今回お送りする２期分の保険税額の計算は、平成 25 年度に課税された
１年分の保険税額（月の途中で加入している場合は１年間加入したものとして計算した額）
の 10分の２となっています。（10分の１ずつ２回）

　

前年度に国保税がかからない世帯主に仮算定通知は届きません
　仮算定は、ポイント①のように前年度の国保税をもとに計算するため、前年
度に国保税が課税されていない世帯主（４月以降に国保加入手続きをした世帯
や世帯主が変更となった世帯）には、「仮算定」の納税通知書は届きません。
　そのため、７月から国民健康保険税が課税されることとなります。

　

仮算定の額は、本算定まで変更になりません
　「仮算定」の時期は、みなさんの所得が確定せず、今年度の国保税額を
確定できない段階です。所得の変更や、５月から６月までに届け出た加
入者数の増減は、７月「本算定」まで反映されません。それまでの間「仮
算定」の税額は変更にはなりません。
　年間の国保税額が確定しましたら、仮算定で納め足りない分について
は本算定で課税させていただきます。（納めすぎがあった場合は、年間税
額確定後にお返しさせていただきます。）

ポイント②

ポイント③

お問い合わせ　　役場町民課　保険係　（内線１１５）

私は５月に新しい保険証
をもらって手続きをした
んだけど ･･･ ７月になら
ないと、１年分の税額は
まだわからないのね。

私は４月から国保に
加入したから ･･･ 今
年は本算定の７月か
ら課税されることに
なるんだね。

10分の2

平成25年度
国民健康保険税

平成26年度

国民健康保険税
（第１期～第２期）

国民健康保険からのお知らせ
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〝
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
失
業
〞
や
〝
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
失
業
〞
で

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
た
方
は
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す

【
対
象
と
な
る
方
】

　

以
下
の
要
件
を
全
て
満
た

す
方

・
失
業
時
に
65
歳
未
満
の
国

民
健
康
保
険
加
入
者

・
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降

に
倒
産
・
解
雇
な
ど
の
理

由
で
失
業
し
た
方

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

の
１
面
「
離
職
年
月
日
・

理
由
」
欄
に
解
雇
や
倒
産

な
ど
の
理
由
を
示
す
番
号

11
・
12
・
21
・
22
・
23
・

31
・
32
・
33
・
34
の
い
ず

れ
か
が
記
載
さ
れ
、
求
職

者
給
付（
基
本
手
当
な
ど
）

を
受
け
る
方

（
高
年
齢
受
給
資
格
者
お

よ
び
特
例
受
給
資
格
者

の
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。）

【
手
続
き
方
法
】

　

聖
籠
町
役
場
町
民
課
で
届

出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
必
要
な
も
の
）

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

・
認
印

・
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証

　

届
け
出
が
遅
れ
て
も
遡
及

し
て
軽
減
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

【
軽
減
額
・
軽
減
期
間
】

・
国
民
健
康
保
険
税
は
前
年

の
所
得
な
ど
に
よ
り
算
定

さ
れ
ま
す
。
軽
減
を
受
け

る
方
は
、
前
年
の
給
与
所

得
を
そ
の
30
／
１
０
０
と

み
な
し
て
算
定
し
ま
す
。

・
平
成
22
年
４
月
１
日
以
降

の
保
険
税
が
対
象
で
す
。

・
減
額
と
な
る
期
間
は
失
業

日
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末

ま
で
で
す
。

役
場
町
民
課　

保
険
係

　
（
内
線
１
１
５
）

陸
上
自
衛
隊　

新
発

田
駐
屯
地
創
設
61
周

年
お
よ
び
第
30
普
通

科
連
隊
創
立
52
周
年

記
念
行
事

１　

市
中
パ
レ
ー
ド

５
月
17
日
（
土
）

午
後
２
時
00
分
〜
２
時
30

分
頃

新
発
田
市
本
町
交
差
点
か

ら
中
央
町
交
差
点

音
楽
隊
の
演
奏
に
合
わ
せ

た
徒
歩
部
隊
車
両
な
ど
に

よ
る
行
進
と
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
に
よ
る
観
閲
飛
行

２　

記
念
式
典

５
月
18
日
（
日
）

午
前
10
時
00
分
〜
午
後
３

時
00
分

新
発
田
駐
屯
地

訓
練
展
示
（
午
前
11
時
00

分
〜
正
午
）

広
報
展
示
（
正
午
〜
午
後

２
時
50
分
）

体
験
試
乗
（
午
後
0
時
30

分
〜
午
後
２
時
50
分
）

装
備
品
展
示
（
午
後
0
時

40
分
〜
午
後
２
時
50
分
）

史
料
館
開
放
・
野
外
売
店

（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

２
時
50
分
）

※
悪
天
候
に
よ
る
変
更
あ
り
。

新
発
田
駐
屯
地
広
報
室

☎
０
２
５
４
‐
２
２
‐
３
１
５
１

（
内
線
５
０
６
）

中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
の
経
営
者
の
皆

さ
ま
へ 

　

個
人
保
証
な
し
で
金
融
機

関
か
ら
融
資
を
受
け
た
り
、

事
業
が
破
綻
し
て
も
一
定
の

生
活
費
な
ど
を
残
す
こ
と
が

で
き
る
ル
ー
ル
が
で
き
ま
し

た
。 

　

①
法
人
と
個
人
の
資
産
・

経
理
が
明
確
に
分
離
さ
れ
て

い
る
場
合
な
ど
に
お
い
て
個

人
保
証
が
不
要
と
な
る
こ
と
、

②
多
額
の
個
人
保
証
を
行
っ

て
い
て
も
、
経
営
が
行
き
詰

ま
る
前
に
、
早
め
に
事
業
再

生
や
廃
業
を
決
断
し
た
際
に

一
定
の
生
活
費
等
が
残
る
こ

と
を
定
め
る
「
経
営
者
保
証

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

が
、
中
小
企
業
庁
・
金
融
庁

主
導
の
下
、
策
定
さ
れ
ま
し

た
。
金
融
機
関
と
相
談
し
た

い
方
、
詳
し
く
は
次
の
お
問

い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
相
談
下

さ
い
。

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

関
東
本
部

☎
０
３
‐
５
４
７
０
‐
１
６
２
０

3 月の届出

（注1）町役場へ届出を提出された方で届出の際にご承諾
の押印をいただいた方のみ掲載しております。

（注2）略した文字で掲載しております。戸籍の氏名と異
なることがあります。ご了承ください。

げんきなよい子
出 生

幸せ多い人生を
婚 姻

      新郎・新婦　　　　  　   行政区

ごめいふくをお祈りします
死 亡

 赤ちゃん 保護者 行政区

みのり  ちゃん （大沼　　智） 甚兵衛橋
拓
ひろ

士
と

  ちゃん （田村　竜馬） 次第浜
公
こう

紀
き

  ちゃん （佐藤　知明） ひばりが丘
帆
ほ

高
たか

  ちゃん （阿部　孝弘） 杉谷内
穂
ほ の か

花  ちゃん （佐藤　　誠） 亀　塚
司

つかさ

  ちゃん （森田　修啓） 正　庵
蓮
ら い

良  ちゃん （佐藤　　桂） 山諏訪山
咲
さ き

希  ちゃん （村山　靖幸） 藤　寄
颯
さつ

希
き

  ちゃん （斎藤　将悟） 汐美台
結
ゆう

菜
な

  ちゃん （村山　　光） 山　倉
優
ゆ き や

希哉  ちゃん （石井　祐一） 汐美台
心
み ゅ あ

優  ちゃん （谷沢　　誠） 次第浜
理
り い な

衣花  ちゃん （高橋　孝啓） 聖中ケ丘

 氏　名 年齢 行政区

幾　野　重
じゅうざぶろう

三郎 さん （73 歳） 藤　寄
成　田　　　弘

ひろし

 さん （70 歳） 藤　寄
松　井　トシイ さん （84 歳） 藤　寄
高　松　スイノ さん （87 歳） 亀　塚
渡　辺　キ　ヨ さん （84 歳） 網代浜
堀　　　佳

けい

　子
こ

 さん （65 歳） 網代浜
高　橋　岩

いわ

　作
さく

 さん （81 歳） 次第浜
高　橋　トキイ さん （80 歳） 次第浜
渡　辺　ハ　ナ さん （79 歳） 次第浜
小　林　ハルエ さん （87 歳） 二本松
天　野　敏

とし

　和
かず

 さん （65 歳） 二本松

　鈴　木　健
けん

　次
じ

 さん
（宮　下）みなみ さん ｝汐美台

（長谷川）真
しん

　也
や

 さん
　島　村　　　愛

あい

 さん ｝網代浜

　渡　辺　竜
りゅう

　介
すけ

 さん
（高　野）彩

あや

　香
か

 さん ｝蓮　野

　高　野　智
とも

　樹
き

 さん
（荒　木）巴

はる

　香
か

 さん ｝山　倉
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上
を
目
指
す
た
め
に

　

３
月
に
開
幕
し
た
Ｊ
リ
ー
グ
は

早
く
も
１
ヶ
月
が
経
ち
、
４
月
６

日
時
点
で
６
試
合
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
は
４

月
６
日
（
日
）、
横
浜
F
・
マ
リ

ノ
ス
と
戦
い
ま
し
た
。

　

前
半
は
新
潟
が
積
極
的
に
ゴ
ー

ル
に
迫
り
ま
す
。
前
半
７
分
、
岡

本
選
手
の
ク
ロ
ス
を
川
又
選
手
が

頭
で
合
わ
せ
ま
す
が
、
ポ
ス
ト
に

嫌
わ
れ
ま
す
。
そ
の
１
分
後
、
今

度
は
新
潟
が
ピ
ン
チ
を
迎
え
ま
す
。

右
サ
イ
ド
か
ら
ニ
ア
へ
の
低
い
ク

ロ
ス
を
Ｄ
Ｆ
守
田
選
手
が
距
離
を

詰
め
て
体
で
ガ
ー
ド
。
目
ま
ぐ
る

し
く
攻
守
が
入
れ
替
わ
り
、
ス
ピ

ー
デ
ィ
ー
な
展
開
と
な
り
ま
し
た

が
、
ス
コ
ア
は
動
か
ぬ
ま
ま
試
合

は
後
半
へ
。

　

後
半
は
新
潟
が
攻
撃
を
組
み
立

て
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
で
ボ
ー
ル

を
相
手
に
奪
わ
れ
、
カ
ウ
ン
タ
ー

か
ら
シ
ュ
ー
ト
を
打
た
れ
る
な
ど
、

新
潟
ら
し
く
な
い
プ
レ
ー
が
続
い

た
も
の
の
、
何
と
か
守
り
き
り
０

‐
０
の
引
き
分
け
ま
し
た
。

　
「
自
分
た
ち
で
勝
ち
点
２
を
失

っ
て
し
ま
っ
た
ゲ
ー
ム
」
と
柳
下

監
督
は
総
括
し
ま
し
た
。

　

前
節
の
セ
レ
ッ
ソ
戦
、
今
節
の

マ
リ
ノ
ス
戦
と
、
勝
ち
点
３
を
と

れ
た
、
と
い
う
の
が
チ
ー
ム
の
共

通
認
識
。
新
潟
の
組
織
力
も
向
上

し
て
い
ま
す
が
、
目
指
す
べ
き
と

こ
ろ
は
も
っ
と
高
い
と
こ
ろ
で
す
。

ま
ず
ま
ず
の
滑
り
出
し

　

Ｊ
リ
ー
グ
と
並
行
し
て
行
わ
れ

て
い
く
の
が
ヤ
マ
ザ
キ
ナ
ビ
ス
コ

カ
ッ
プ
。
ナ
ビ
ス
コ
カ
ッ
プ
は
予

選
リ
ー
グ
上
位
２
チ
ー
ム
が
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
し
、
ア
ジ
ア

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
リ
ー
グ
に
参
加

し
て
い
る
４
チ
ー
ム
を
加
え
て
王

者
を
決
め
ま
す
。

　

４
月
２
日
（
水
）
に
行
わ
れ
た

予
選
第
２
節
、
ホ
ー
ム
で
の
名
古

屋
グ
ラ
ン
パ
ス
戦
。
こ
の
試
合
で

は
前
節
に
続
き
小
泉
選
手
が
先
発

し
、
監
督
の
期
待
の
高
さ
が
う
か

が
え
ま
す
。

　

試
合
は
新
潟
が
前
半
で
２
得
点

を
あ
げ
ま
す
が
、
後
半
は
猛
反
撃

に
あ
い
、
後
半
10
分
ほ
ど
で
逆
転

を
許
し
ま
す
。

　

そ
の
後
の
重
苦
し
い
空
気
を
吹

き
飛
ば
し
た
の
が
小
泉
選
手
で
し

た
。
中
央
で
成
岡
選
手
に
ボ
ー
ル

を
預
け
る
と
、
そ
の
ま
ま
ゴ
ー
ル

前
へ
。
加
藤
選
手
か
ら
の
浮
き
球

パ
ス
を
ワ
ン
ト
ラ
ッ
プ
し
、
左
足

で
シ
ュ
ー
ト
。
ボ
ー
ル
は
名
古
屋

Ｇ
Ｋ
楢
崎
選
手
の
頭
上
を
抜
き
ネ

ッ
ト
を
揺
ら
し
ま
し
た
。

　

小
泉
選
手
は
周
囲
の

期
待
に
応
え
、
公
式
戦

初
得
点
。
試
合
は
３
‐

３
の
ド
ロ
ー
で
終
え
ま

し
た
。

　

ナ
ビ
ス
コ
カ
ッ
プ
は

１
勝
１
分
と
上
々
の
滑

り
出
し
。
今
シ
ー
ズ
ン

こ
そ
、
チ
ー
ム
初
と
な

る
予
選
突
破
を
目
指
し
、

一
丸
と
な
っ
て
戦
っ
て
い
き
ま

す
！

な
で
し
こ
リ
ー
グ
開
幕
！

　

３
月
30
日
（
日
）、
Ｊ
リ
ー
グ

に
続
い
て
な
で
し
こ
リ
ー
グ
が
開

幕
し
ま
し
た
。
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス

新
潟
レ
デ
ィ
ー
ス
は
昨
年
、
皇
后

杯
で
準
優
勝
し
た
も
の
の
、
リ
ー

グ
戦
で
は
終
盤
ま
で
残
留
争
い
を

し
、
悔
し
い
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
悔
し
さ
を
ぶ
つ
け
る

２
０
１
４
シ
ー
ズ
ン
。
能
仲
監
督

の
就
任
２
年
目
と
な
る
チ
ー
ム
に

期
待
が
か
か
り
ま
す
。

　

新
潟
は
初
戦
を
伊
賀
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
ク
ラ
ブ
く
ノ
一
と
ア
ウ
ェ
イ

で
対
戦
。
前
半
８
分
か
ら
立
て
続

け
に
３
点
を
奪
い
、
３
‐
０
で
勝

利
。
昨
年
は
前
半
で
の
失
点
が
多

か
っ
た
新
潟
で
す
が
、
早
く
も
昨

年
と
の
違
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
試
合
、
山
崎
選
手
が
ハ
ッ

ト
ト
リ
ッ
ク
。
昨
年
は
皇
后
杯
決

勝
で
Ｐ
Ｋ
を
失
敗
し
、
涙
の
表
彰

式
と
な
り
ま
し
た
が
「
ど
ん
な
と

き
も
強
い
気
持
ち
を
持
っ
て
プ
レ

ー
を
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
」
と
、

そ
の
経
験
を
糧
に
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
４
月
５
日
（
土
）
は

新
潟
市
陸
上
競
技
場
で
の
第
２
節
、

ホ
ー
ム
開
幕
戦
を
強
豪
日
テ
レ
・

ベ
レ
ー
ザ
と
対
戦
し
ま
し
た
。

　

試
合
は
拮
抗
し
た
展
開
と
な
り

ま
す
。
ベ
レ
ー
ザ
相
手
に
し
っ
か

り
と
ボ
ー
ル
保
持
者
に
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
を
か
け
、
積
極
的
な
守
備
を

見
せ
ま
す
。
攻
撃
で
は
ボ
ー
ル
を

奪
っ
て
か
ら
の
早
い
攻
撃
で
チ
ャ

ン
ス
を
作
り
ま
す
。

　

ツ
ー
ト
ッ
プ
は
山
崎
選
手
、
平

井
選
手
。
二
人
と
も
自
分
の
持
ち

アルビレックス
新潟情報 !!
アルビレックス
新潟情報 !!
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【
チ
ー
ム
情
報
】

☆
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
レ

デ
ィ
ー
ス
（
女
子
）

　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
レ

デ
ィ
ー
ス
（
以
下
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
）
が
所
属

す
る
プ
レ
ナ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ
が

4
月
6
日
（
日
）
に
開
幕
し
ま
し
た
。

プ
レ
ナ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ
と
は
、

日
本
女
子
最
高
峰
リ
ー
グ
で
あ
る
、
な

で
し
こ
リ
ー
グ
の
2
部
に
相
当
す
る
リ

ー
グ
で
す
。

　

5
月
18
日
（
日
）
11
時
キ
ッ
ク
オ
フ

で
Ａ
Ｓ
ハ
リ
マ
ア
ル
ビ
オ
ン
と
新
発
田

市
五
十
公
野
公
園
陸
上
競
技
場
で
対
戦
。

25
日
（
日
）
は
14
時
キ
ッ
ク
オ
フ
で
バ

ニ
ー
ズ
京
都
Ｓ
Ｃ
と
紫
雲
寺
記
念
公
園

多
目
的
運
動
広
場
で
対
戦
し
ま
す
。

☆
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

（
男
子
）

　

4
月
13
日
（
日
）
に
第
40
回
北
信
越

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
が
開
幕
し
ま
し

た
。
北
信
越
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
は
、

プ
ロ
リ
ー
グ
で
あ
る
Ｊ
リ
ー
グ
の
Ｊ
１
、

Ｊ
２
、
Ｊ
３
、
ア
マ
チ
ュ
ア
最
高
峰
の

Ｊ
Ｆ
Ｌ（
日
本
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
）

に
つ
な
が
る
地
域
リ
ー
グ
の
一
つ
で
す
。

Ｊ
Ｆ
Ｌ
に
昇
格
す
る
た
め
に
は
、
全
国

の
地
域
リ
ー
グ
を
制
し
た
チ
ー
ム
が
集

う
、
全
国
地
域
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
決
勝

大
会
で
上
位
に
入
る
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

5
月
11
日
（
日
）
11
時
キ
ッ
ク
オ
フ

で
ヴ
ァ
リ
エ
ン
テ
富
山
と
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て

対
戦
し
ま
す
。

【
イ
ベ
ン
ト
情
報
】

　

3
月
21
日
（
金
・
祝
）
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
で
春
の
ス
ポ
ー
ツ

体
験
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
主
催
で
毎
年
春

に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

サ
ッ
カ
ー
教
室
、
宝
さ
が
し
、
手
形

レ
タ
ー
＆
フ
ォ
ト
、
学
校
紹
介
、
模
擬

店
を
行
い
、
当
日
は
２
４
４
人
の
親
子

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
教
室
で
は
Ｊ
Ｓ
Ｃ
と
Ｊ
Ｓ

Ｃ
Ｌ
の
選
手
が
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
み
、
普
段
見
る
こ
と

の
な
い
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
見
る
こ

と
が
で
き
、親
御
さ
ん
に
も

喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
ジ
ャ
ッ
ピ
ー
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
】

　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー

カ
レ
ッ
ジ
の
マ
ス
コ
ッ
ト

で
あ
る
ジ
ャ
ッ
ピ
ー
が
ツ

イ
ッ
タ
ー
で
試
合
の
速
報

を
つ
ぶ
や
き
、
聖
籠
町
や

新
発
田
市
で
行
わ
れ
た
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
時
の

様
子
な
ど
を
お
伝
え
し
て

い
ま
す
。

　

フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
、
ジ

ャ
ッ
ピ
ー
に
話
し
か
け
て

み
る
と
何
か
面
白
い
返
事

が
来
る
か
も
! ?

【
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
ホ
ー

ム
ゲ
ー
ム
運
営
〜
カ
ッ
プ
ス
通
信
〜
】

　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
ホ

ー
ム
ゲ
ー
ム
運
営
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。
日
々
の
練

習
の
様
子
や
試
合
の
情
報
な
ど
を
随
時

更
新
中
で
す
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
利

用
さ
れ
て
い
る
方
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

味
を
十
分
に
活
か
し
、
チ
ャ
ン
ス

を
迎
え
ま
す
が
、
得
点
に
至
ら
ず
。

後
半
は
押
し
こ
ま
れ
ま
す
が
、
守

備
陣
が
奮
闘
。
Ｇ
Ｋ
一
谷
選
手
を

中
心
に
体
を
張
っ
た
守
備
で
ゴ
ー

ル
を
割
ら
せ
ま
せ
ん
。

　

試
合
結
果
は
０
‐
０
の
ド
ロ
ー

と
な
り
ま
し
た
が
能
仲
監
督
は
手

応
え
を
感
じ
た
よ
う
で
す
。

　

チ
ー
ム
の
目
標
で
あ
る
タ
イ
ト

ル
に
向
け
た
準
備
は
万
全
で
す
。

引
き
続
き
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

※
５
月
の
試
合
日
程

〈
J
リ
ー
グ
〉

第
11
節　

５
月
３
日
（
土
・
祝
）

vs
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ

 

17
：
00
キ
ッ
ク
オ
フ

Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｋ
５
ス
タ
ジ
ア
ム
大
宮

第
12
節　

５
月
６
日
（
火
・
祝
）

vs
清
水
エ
ス
パ
ル
ス　

14
：
00

キ
ッ
ク
オ
フ

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン

ス
タ
ジ
ア
ム

第
13
節　

5
月
10
日（
土
）

vs
柏
レ
イ
ソ
ル

19
：
00
キ
ッ
ク
オ
フ

日
立
柏
サ
ッ
カ
ー
場

第
14
節　

5
月
17
日（
土
）

vs
名
古
屋
グ
ラ
ン
パ
ス

15
：
00
キ
ッ
ク
オ
フ

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

〈
ナ
ビ
ス
コ
カ
ッ
プ
予
選
〉

第
4
節　

5
月
21
日（
水
）

vs
柏
レ
イ
ソ
ル　

19
：
00
キ
ッ

ク
オ
フ

日
立
柏
サ
ッ
カ
ー
場

第
5
節　

5
月
24
日
（
土
）

vs
浦
和
レ
ッ
ズ　

14
：
00
キ
ッ

ク
オ
フ

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

〈
な
で
し
こ
リ
ー
グ
〉

第
6
節　

5
月
4
日
（
日
・
祝
）

vs
Ａ
Ｓ
エ
ル
フ
ェ
ン
埼
玉

13
：
00
キ
ッ
ク
オ
フ

鴻
巣
市
立
陸
上
競
技
場

第
7
節　

5
月
31
日
（
土
）

vs
Ｆ
Ｃ
吉
備
国
際
大
学C

harm
e

12
：
30
キ
ッ
ク
オ
フ

十
日
町
市
当
間
多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド 

ク
ロ
ア
チ
ア
ピ
ッ
チ

Ｊ
ＡＡ
Ｐ
Ａ
ＮＮ
サ
ッ
カカ
ー
カ
レ
ッ
ジジ
か
ら
のの
お
知
らら
せ 

【お申し込み・お問合わせ先】
〒957-0103
新潟県北蒲原郡聖籠町網代浜925－1
TEL：0254－32－5357
FAX：0254－32－5358
学校HP：http://www.cupsnet.com/
学校Twitter：@JAPAN_Soccer_C
ジャッピーTwitter：@jyappi

ジャパン
サッカーカレッジ
ホームゲーム運営
～カップス通信～

JAPANサッカーカレッジレディース　５月試合日程
月 日 ｷｯｸｵﾌ 対戦相手 会　場

5月18日㈰ 11時00分 ASハリマアルビオン 新発田市五十公野公園陸上競技場
5月25日㈰ 14時00分 バニーズ京都SC 紫雲寺記念公園多目的運動広場

JAPANサッカーカレッジ　５月試合日程
月 日 ｷｯｸｵﾌ 対戦相手 会　場
5月11日㈰ 11時00分 ヴァリエンテ富山 JAPANサッカーカレッジグラウンド
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佐藤幸來さん 4歳みっちゃんさん 8歳

　
投
稿
す
る
と
き
は
黒
い
ペ
ン
で
書
い

て
く
だ
さ
い
。

（
薄
い
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。）
住

所
と
名
前
は
必
ず
書
い
て
く
だ
さ
い
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
の
場
合
は
名
前
の

横
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
『
○
○
○
』
と
書
い

て
く
だ
さ
い
。
１
か
月
に
一
人
１
枚
だ

け
受
け
付
け
ま
す
。

みんなのひろば

新・食は味楽来
ミ　　　　ラ　　　 クル

　新潟といえば、「笹団子」が有名ですね。
　近年は種類も増え中身も多彩になっていますが、元々はくず米と
ヨモギで作った団子を笹で巻いただけの素朴なものでした。さすが
米どころですね、くず米も無駄にせずおいしく食べる知恵から生ま
れたものだったようです。
〈端午の節句と笹団子の関係は…〉
　笹団子は端午の節句（５月５日）に無

むびょう

病息
そくさい

災を祈って食されてき
たといわれています。田植えを行う５月は物

ものいみ

忌の月（神に奉仕する
ため、飲食を慎み、心身を清める月）ともいわれ、香りの強い菖

しょうぶ

蒲
やヨモギを軒先にさし、災いや邪

じゃ

気
き

を祓
はら

う季節とされてきました。
防腐効果のある笹の葉は旺盛な繁殖力から神霊が宿る植物とされ、
笹で巻いたものは災い、邪

じゃ

気
き

を祓
はら

う食べものとされました。薬草に
もなるヨモギは、繊維質やビタミンなど栄養素を豊富に含む健康食
品でもあります。
　端午の節句に笹団子を食べることは、「邪

じゃ

気
き

を祓
はら

いつつ、健康を養
う」という、まさに生活の中で育まれた食文化といえます。

　以前はどこの家庭でも手づくりしていた笹団子でしたが、最近は
その機会も減ったようです。そこで町の食生活改善推進員たちが「ふ
るさとの味、笹だんごを作ろう」と調理実習の準備を進めています。
皆さんぜひ、一緒に作りませんか？

日程　６月３日（火） 時間　午前９時30分～12時30分頃まで
場所　聖籠町保健福祉ｾﾝﾀｰ内（栄養指導室） 参加費　実費負担（当日徴収します）
持ち物　エプロン、手ふきタオル等 定員　先着 15名まで

町の宝で～す
3月の乳児健診から

新保 栄
え ま

麻 ちゃん

宮下 姫
ひ な

七 ちゃん

伊達 葵
あおい
 ちゃん

秦野 ひまり ちゃん

吉田 昊
こうせい

生 ちゃん

大橋 美
み う

海 ちゃん

元気に育ってね！
　この写真は保健福祉センターで行
われている乳児健診会場で主に４か
月健診対象乳児を撮影しています。

端午の節句と笹団子

お問い合わせ・お申し込み　
保健福祉課（保健福祉センター）　管理栄養士　
☎ 27－6511

　　　笹団子を手づくりしてみませんか？

昨年度の食推さんの調理実習の様子です。

この時期

に食べた

くなる
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　４月上旬、別
條の杉沢九十二
さん（88）宅の
梅の木（藤五郎）
に見事な花が咲
きほこりまし
た。
　杉沢さんの梅
は、東港開発前
の別行集落在住
時、10 数本あり
ました。東港開
発での集落移転
にともない杉沢
さん一家ととも
に別條に引っ越したうちの１本です。
　移転前に若木だった梅は、杉沢さんの行きと
どいた管理のおかげで今では外周 180 センチも
の大きな木となりました。
　梅の花の見ごろは桜が咲く前です。この春は
温暖な日が続き、例年にくらべ早めの開花とな
りました。
　今年米寿となった杉沢さん。梅の木とともに
末永く元気でいてください。

みんなのひろば

アルビレックス新潟
レディースが町長を表敬訪問

春風感じる　梅の開花
　3月 26 日（水）、株式会社アルビレックス新
潟の田村 貢代表取締役社長と、アルビレックス
新潟レディース（以下、アルビレディース）の
能仲太司監督、上尾野辺めぐみ選手、北原佳奈
選手が町長を表敬訪問しました。
　昨冬の皇后杯で見事準優勝を勝ち取ったアル
ビレディース。上尾野辺選手は「リーグ上位目
指してがんばります」と、能仲監督は「優勝を
目指します」と今年の意気込みを語りました。
　上尾野辺選手と能仲監督の力強い言葉に、町
長は「町を挙げて応援します」と激励しました。
　今年もアルビレディースの熱い戦いを応援よ
ろしくお願いします！

▲写真左から北原選手、上尾野辺選手、渡邊町長、
　能仲監督、西脇副町長

高齢者叙勲　地方自治功労　　旭日単光章

高松  利八郎 さん（88）亀塚
　高松さんは、昭和 34年 9月に聖籠村議会議員とな
り、その後聖籠町となった後も含め 24年間議会議員を
務め、その間各種委員会の委員長などを務めました。ま
た、新発田たばこ販売協同組合理事長、聖籠町商工会会
長、町観光協会会長など、長年にわたり各種団体の長と
してご活躍されました。
　高松さん、受章おめでとうございます。

旭日単光章

高齢者叙勲
平成２６年 聖籠町から地方自治功労の分野で亀塚の高松利八郎

さんが受章されましたので、ご紹介します。

▲杉沢さんと花咲く梅の木。カラー
　でお見せできないのが残念です。
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▲ 蓮野小学校

▲ 亀代小学校

▲ 蓮野こども園

▲ 亀代こども園 ▲ 聖籠こども園

▲ 蓮潟こども園

▲ 山倉小学校

▲ 聖籠中学校

祝
入
学　

入
園

勉
強
も
遊
び
も
が
ん
ば
れ　

聖
籠
っ
子
た
ち


